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アメリカにおける企業者活動と
　　　杜会・文化的背景
鳥羽欽一郎
第1節　企業者活動と経済的環境
　（1）企業発展と生産的諸条件
　アメリカにおける経済発展が・イギリスに較べて約60年以上の遅れをもって
出発したにもかかわらず，その発展が著るしく急速であったことはよく知られ
てい肌今日のアメリカは，世界人口の獲か7％を占めるにすぎないにもかか
わらず，1956年現在，世界の電力の46劣，鉄鋼の41劣，石炭の37劣，セメソトの
25劣，原油の45劣を生産している。しかし僅か75年則の1880年には・粗鋼生産
を除げぱ，すべての指導的な製造工業部門においてイギリスに遅れていたので
ある。このようた急速な経済発展の事例を，たとえぱ鉄鋼業についてみよう。
1870年のイギリスは，銑鉄において596万3，000トソ・鋼塊において27万
5，000トソを生産し，アメリカのそれぞれ186万5，000トソ，3万7，500トソ
に比して蓬かに凌駕Lていたぱかりでなく，その質においても優れていたので
ある。しかし30年後の1900年には，アメリカの銑鉄生産が1億7，700万トソ，
鋼塊生産が1，300万トンに達したのに対し・イギリスはそれぞれ500万トソを
生産していたにすぎなかった。しかも，このようなアメリカにおげる急速杜鉄
鋼業の発展は，企業発展とその生産能率の向上とに密接に結びついていたので
ある。事実，この1900年のアメリカにおげる鋼塊生産の1ノ詔である400万トソ
は，カーネギー製鋼一杜の生産額であり、Lかも同杜の圧延鋼板の生産量は，
イギリスに比して40％も廉価であった。このカーネギー製鋼の生産性の高さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　801
　106
は驚くほどであり，たとえぱ1898年，同杜のピヅツバーグ所在の4，000人の従
業員をもっホームステヅドエ場では，1万5，000人の従業員をもつドイツのク
ルヅプエ場の，実に三借の生産量をあげていた。アメリカにおける鉄鋼生産費
が，1875年のトソ当り160ドルから，1898年には僅か17ドルに低下したのは，
このような大企業におげる技術的進歩・合理化の進行のためであった。l1l
　このようなアメリカにおげ急速な経済発展の原因は何であったのであろうか。
吾々はこれを，活発なアメリカの企業者活動の結果と考えるのであるが，ここ
ではまず，このような企業老活動に影響した原因の中で，経済的資源，人口と
労働力，技術的発展といった，生産的諸条件について考察することにしよう。
まず第一に，経済的資源は豊富であった。土地は広大でかつ肥沃であった。石
炭・鉄鉱・銅といった鉱物資源に富んでいたぱかりでなく，20世紀に入って重
要たエネルギー源となる石油，電力にも恵まれていた。人口が稀薄で資本が少
たかった植民地時代には，こうした経済資源の開発は緩慢であったが，東北部
沿海地域の豊富な森林と港湾，さらに優秀な漁場とは，植民地時代から19世紀
30年代までを通じて，造船業，捕鯨業，沼海および海外貿易を刺戟し，南部に
おける18世紀末までの煙草，19世紀中葉までの綿花生産とともに，アメリカの
国際貿易収支の改善を援げたぱかりでなく，東部沼海地域におげる資本蓄積に
貢献した。さらに肥沃で豊富な処女地の存在は，19世紀に入って西部への人口
移動が活発になると，アメリカ経済発展のための重要な基礎となった。ヨーロ
ヅパと異って封建制度を欠いたこの国では，農民は自由な土地所有老として定
着し，農業は繁栄し，発展する工業のための，広くかつ深い市場として発展を
つづげた。たとえぱ1850～1900年の期間を通じて，農業生産物は輸出価格の
73～83％を占めた。農産物輸出の急速な増大こそ，1870年代の中葉までアメリ
カの貿易収支を有利な均衝状態におかしめた主要な要素であった。121こうして
重商主義政策の統制の下におかれた植民地時代を除くならぱ，このアメリカで
は，経済資源の開発を阻げる要因は殆んど存在しなかった。旧大陸のごとき土
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地貴族による独占もなけれぱ，政府による専有もなかった。他の国とに比較す
るならぱ，経済資源の開発は広く人々に解放され・政府もこれを援助すること
を惜まなかった。アメリカが「経済的機会の国」であるという表現は，経済資
源に関してもそのまま妥当した。このようなr機会」の存在が・アメリカの企
業者活動を刺戟する重要た前提であったことは疑いない。
　労働力としての人口増加の問題も，アメリカの企業者活動に大きた影響を及
ぼした，重要な生産上の条件であった。マルサスがその著r人口論」のなかで・
アメリカでは25年ごとに人口が倍化していると指摘したように，｛到19世紀を通
じてのアメリカはその急遠た人口増加で，旧大陸のあらゆる国を凌駕していた。
その人口は独立直後の1790年に400万人以下に過ぎなかったのが・1860年に
は3，100万人，1900年には8，400万人，1940年には1億3・100万人・1960年
には1億8，500万人と，驚くべき増加率を示した。しかもさらに驚くべきこと
は，このような人口の増加率にもかかはらず，アメリカの生産力の増大はさら
にこれを上廻っていたことである。したがって，アメリカにおげる人口の増大
は，今日の経済的後進諸国と異り・経済発展に対する圧迫となるどころか・そ
の重要な積秤であったのである。このような事情から・アメリカにおげる工業
化過穫1は労働稀少の状態の下で進行したと考えられ・ハバカクもアメリカにお
げる生産技術の改良と機械化の急速な進展の原因を・このr労働稀少」に帰し
ている。｛41この労働稀少二高賃銀という状態が，アメリカエ業の機械化の進行
を促進したという考え方は，広く一般に信じられているところである。しかし
ながら，賃銀水準の変動に関する最近の研究では・必ずしも労働稀少＝高賃銀
という状態が，アメリカエ業の機械化を促進したともいえたいようである。一副
テイラーも，1860年に先立つ2・30年間のアメリカ産業革命の時期に，非農業
労働者の実質的賃銀が比較的緩慢な上昇Lか示さたかったことから考慮して，
労働稀少よりも寧ろ遇割がアメリカ産業革命を条件づげたと信ぜられる，と述
べている。㈹たしかに，アメリカにおける人口増加の大きた部分は海外からの
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移民によるものであり，これら移民がアメリカエ業発展の重要な時期に，著る
しい増大をみせていることは事実である。たとえぱ，1823～38年の移民によ
る人口の純増加は32万2，000人であったが，1838～61年という工業化の重要
な時期には，177万2，O00人に増大し，この数は当時の人口総数の7．5％にあ
たり，アメリカ移民史上最大の数であった。また1850～60年のアメリカ人口
増加の実に1／4ぼ，こうした移民によるものであった。このような多数の移民
が，工業化の重要な時期に，特に東都の工業都市に流入し賃銀水準のレベル
を引下げ，勃興する諸工業に十分た不熟練労働を供給して，アメリカエ業発展
に大きな刺戟を与えたであろうことは疑いない。
　これら外国生れの移民の中に，イソグラソドやスコヅトラソドから渡来した
訓練された職工や熟練機械工がみられたが，その数は少数であった。移民の大
部分は教育もなく，工業的経験をもたぬ不熟練労働者であった。産業革命の初
期の段階では，困難で単調な体力消耗的な肉体労働に，大量の不熟練労働を必要
とすることは事実であるが，この時期に特に重要なのは，機械の操作に習熟L，
これを改善・改革し，機械化と生産能力の向上に貢猷しうるような熟練機械工
の存在であった。このような意味での労働力は，アメリカでは常に稀少であり，
高賃銀の原因となり，機械化の進展に影響したことは間違いない。外国生れの
移民労働カとは異質の，アメリカエ業化の担手となるようなこのような熟練労
働力は，主とLて産業革命発祥の地となったニュー・イソグランド内陸農村か
ら供絵された。ωこれらの労働カと外国人移民とを区別する差異は，まず教育
があり生産技術に対する強い適応性を有することであった。さらにこれらの労
働老は，既に農村の作業場・鍛冶屋・製材所などで種々の訓練を経た，大工・
水車大工・機械工といった農民手工業者的性格が強かった。ジョージ・ギブが
指摘しているように，「かれらは，不綱工な木や鉄でつくった装置がつり合い
よく動力を伝達するよう・水率をのせシャフトを掛げることができた。……ま
た手製の遭具で，表面を見事に平らにすることもできた。最初は外国生れの職
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人に学ぶことが多かったが，じきに習熟すると，イギリスの技術をアメリカの
環境に巧みに適応させた」のである。⑧さらにかれらは，マヅクレラソドも述
べているように，強いr目標達成指向」（eage・spirit　Of　achievement）を有し
企業者としても工場労働老としても，見間違うことのない一種の規律・節制・
堅実性と，目標達成のための強い意志力を備えていたのである。｛勤このような
ニュー・イソグラソド内陸から工業地域に移住した労働力こそ，新興工業を担
う熟練機械工・職長・現場監督，さらには自ら企業家として，二乱一・イング
ラソドに展開した産業革命の主体的な担手となった杜会的階層であった。テイ
ラーもこのような事情について，「1860年に至るまで，ニュー・イングラソド
の丘陵タウソや指導的な海港から移住したヤソキーは，19世純中葉を特徴づげ
る急激な商業および工業発展に主導的な投割を演じ。たのである。文字通り，活
動的で，冒険的で，簡易生活に甘んじ，困難な仕事に耐えることのできたかれ
らは，機敏にして積極的な企業家の予備軍というべきであった。ニュー・ヨー
クからサソ・フラソシスコに至る，金融業から製造業・鉱山業・鉄道業に至る・
あらゆる地域あらゆる産業都門で，この驚異的でダイナミヅクな時代の経済的
機会を，組織し，指揮し，そして経済的に実現Lてゆく企業的リーダーシップ
をとったのは，まさにかれらであった」と述べている。ω工業化の特に初期の
段階において，豊富な不熟練労働とともに・これを指導し機械化の発展を担う
熟練労働力の存在ぱ重要であるが，アメリカにおいては，そのいずれにおいて
も恵まれていたと考えられ肌しかも・熟練・不熟練労働力の・旧犬陸諸国と
比較しての相対的匁稀少性が，機械化の進行の原因となるとともに・のちにみ
るような作業管理上の合理化の進行のための・大きた誘引であったように思わ
れる。こうした事情は，すべて革新的な企業著活動を可能とさせた前提であっ
たo
　経済発展において，技術上のr発明」（inVentiOn）とr革新」（imOVati・n）の
果す投割は極めて大きい。アノリカにおげる企業老活動よその初期から，この
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ようた発明と革新とに密接に結びっいて発展した。さきに述べたニュー・イソ
グラソド内陸地域の熟練職人・機械工たちが，「ヤソキーの発弱の才」（Yankee
i㎎enuity）と呼ぱれたのは周知のことであるが，このような発明の才は，何も
ニュー・イソグランダーに隈らなかった。アメリカに広く拡散した半自給自足
的な農業村落では，人々は常に新らしい技術上の問題に直面し，これを解決す
るために也の技術を借用・移入することは極めて普通のことであった。イーラ
イ’ホイソトニィ，サイラス・マコーミヅク，エリアス・ホウ，アレクサソダー・
グラハム・ベルからトーマス・ユディソソに至るまで，すぐれた発明家の事例
はアメリカに満ち満ちているが，さらに重要であったと考えられるのは，こう
した発明家の技術を「模倣」し，これを実際の生産活動に積極的にとり入れて
いった，無数の無名の人々であったといえるかも知れない。コールはこのよう
な技術の伝波を，技術的伝波におげるr指力線」（line　Of　f0・・e・）と呼んでいる
が，ω19世紀初頭のサミュエル・スレーターの木綿工場，あるいはスレーター
の義兄弟であるデヴィツド・ウィルキソソ1■の機械工場などは，のち機械工業
史上に名を残した重要な人々のいはぱ訓練所であった。胸さらにまた，のちに
みるスプリソグフィールド連邦政府兵器廠やコルトの連発銃工場も同様の機能
を果したぱかりでなく，こうした伝統はトーマス・エディソソのメソロ・パー
クの研究所にまで続いているのである。
　こうしてアメリカにおける技術の発展は，単に急速であったぱかりでなく広
汎に普及する条件に恵まれ，このような技術的発展と関連する企業老活動に対
して極めて友好的な環境であったといえよう。この原因としては，少くとも19
世紀におけるアメリカの技術的発明が，組織的・科学的に行われたものではな
く・アメリカの当時の特許法の精神がそうであったように，何らかのr発明の
ひらめき」（舶sh0土insight）が重視され・またその発明が何らかの実用性を有
するという点が重んじられたためであった岬このことは，アメリカで多数出
現した発明家の多くが，正規の教育をうげた人々ではなかったこととも関連が
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ある。もちろん，イーライ・ホイヅトニィやサミュユル・モースはイェール大
学を卒業しているが，この二人にLてもリベラル・アーツの卒業生であった。
19世紀の輿型的なアメリカの発明家は，14・5才あるいはそれ以前から徒弟と
して工場で働き，実際家としての技術を身につけた機械工（mechani・）や職人
（craftsman　and　a・tisan）たちであり，かれらによる発明は科学的教育の結果で
はなく，機械技術上の天才的才能の賜であった。かれらはユディソソでさえそ
うであったように，自らをr技術老」とは呼ぱず・r発明家」乃至r機械工」
と呼んでいたが，こうした傾向からアメリカの技術はその初期から，アメリカ
杜会のプラグマティズム的性向と相侯って・極めて実用的な方向を指向した。
ホイヅトニィの棉繰機と銃器生産，ホウやマコーミヅクによる農業機械，ベル
による通信機，あるいはエディソソやウェスティソグハウスによる電気部門に
おける発明など，アメリカのそれは特に実用性の強い部門で発展し・産業発展
と結びつく傾向が強かった。アメリカに限らずヨー口目パにおいても，19世紀
的発明は機械工や職人出身の機械技術の熟練老によって遂行され・また実用性
を重んじたことは同様であったが・少くとも20世紀の到来までヨーロッパ技術
の後塵をはいしていたアメリカでは・杜会の開放性（open　sOCiety）とまたその
プラグマティズム的傾向と相侯って，技術の伝波は急速であり・その経済的利
用も著るしく進んだ。
　すでに19世紀末までに達成されていたアメリカの高い生産力の原因として・
アメリカ技術の優秀性がしぱしぱ言及されるが・一般的にみてアメリカの科学・
技術は，まだイギリスを先頭とする先進ヨーロヅパ諸国に対して，後進性を刻
印されていたことは事実であり・rアメリカ技術の世紀」（cent岬0f　Am・rican
technOlogy）が到来するのはようやく20世紀に入ってからのことであった。し
たがって，20世紀までのアメリカの生産性の高さを説明するには・機械・技術の
優秀さでは不十分であり，むしろ機械・技術を生産遇程にとり入れる組織と管
理，さらにはこれを如何に大量生産に結びつけたかという生産工程の面での優
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越が重視されねぱならないであろう。この点についてチャンドラー・ジュニア
も，1930年以前の合衆国におげる生産の主要な革新は，新らしい組織の創造と
マーケティングの方法にあり，これに刺戟を与えたのは主として人1コの変化で
あった。これに対して1903年以降の革新は，主として新らしい生産物の創造と
生産工程の変革にあり，技術的進歩がその主たる誘引となったと述べてい乱幽
この点ですぐに指摘されるのは，アメリカの経済発展を特質づげる大量生産的
性向であろう。ハロルド・ウイリアムソソも，既にギャラティン報告（Ga11atin’s
Rep0並in1810）の時期までには・主としてアメリカにおげる労働の稀少性への
対応として急速に進行していた二っの「革新」，すなわち「互換部品制」
（interchangeablePaτtssystem）と「アセムブル・ライソ制」（assembly－linesyste皿）
に基づく大量生産方法の開始をあげ，この二つの革新が，アメリカの生産方法
をイギリスを含めた他の工業諸国と異らしめた原因だとしている。蜴事実，「作
業行程分割化の原理」としてイーライ・ホィツトニィとシメオソ・ノースによ
って18世紀末一19世紀初頭に確立された互換部品制は，その後兵器・機械工業
を中心に発達L，19世紀中葉アメリカを訪れたイギリスエ業調査団を通じて，
rアメリカ的生産方式」（Ame・ic・n　System　of　Ma㎜factud㎎）として世界に識
られるに至った。また20世紀初頭，ヘンリー・フォードのディアポーソエ場に
華々しく開花したコソベア・システムは，遠く18世紀末フィラデルフィアの人
オリバ・エバンスによって，「作業工程連続化の原理」として製粉工場に導入
されたアゼムブリ・ライソ・システムに遡るのであるo㈱
　この二っの組織的革新は・19世紀のアメリカエ業の発展を通じて，各種工業
分野に侵透した。互換部品制は，兵器産業以外ではまずコネティカヅトの時計
製造工業に導入され，1807年から1840年までに，木製置時計の価格を25ドル
から5ドルに引下げた。また農機具製造工業にも大々的に採用され，1819年に
は刃先の部分を標準化された鉄製部品で互換できるジュスロ・ウヅドの鋤が発
明され，さらに19世紀中葉には，互換部品制とアセムブリ・ライ1■制の併用に
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より，複雑・精巧な農業機械が製造されることになった。シカゴのマコーミヅ
クエ場で生産された収獲機（reaper）がそれである。さらに互換部品制は，農
業機械から裁縫機械工業，タイプライター製造工業，自転車工業にと普及し，
アメリカ製造工業の基本的な生産原理となった。またアセムブリ・ライソ割は，
大量生産に遼するよう機械・原材料・半製晶などを適切・計画的に工場内に配
置するという方向を強め，たとえぱ1880年代半ぱの罐詰製造工業においては，
製造のすべての工程が秩序ある連続的なライソに整傭されるに至っている。
1880年の第10回セソサスは，「製造工業におげる互換部晶制の急遠な普及は，
製造工業・農業のみならず，これまで余り目立たなかった産業分野にも犬きな
影響を与えるに至った。この制度はわが国の急速な国富の増大の主要な原因で
あると称しても，決して遇言ではないと思われる。・一鋼製ピン・ピソ・針と
いった単一の商品を，異った労働者が相互補換的機械を用い，連続的ではある
が異った作業工程によって製造するという方法は，既に古いものとたった。今
日では，自己完結的な機械による製造が進んでおり，機械の部品そのものが，
手工的方法を離れて機械によって製造されるようにたり，部品組立という手工
的方法を排除するに至っている。こうした技術はまさしくアメリカ生れのもの
である」と述べている。ω
　こうLて，アメリカ的生産方式を特徴づける大量生産的性向は，19世紀を通
じて発展した二つの革新，すなわち作業工程分割化の原理としての互換部品制
と作業工程違続化の原理としてのアセムブリ・ライン制にもとづくものであり，
この二っの原理の結合があの「大量生産方式」という，アメリカの高度の生産
力を基礎づける生産体系の原理とLて作用したと考えられる。したがってこの
大量生産方式の展開は，何らかの技術におげる原理的開発＝技術革新によると
いうよりも，むLろ，アメリカの技術を如何に組織的に生産力として体系化し
たか，いいかえれぱ，技術を作業工程の分割と統合を通じて人間の組織に如何
に組みいれるかという，人間組織と技術との対応関係の革新，工学的には作業
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工程の組織的革新に・その基礎をおいていたと考えることができる。したがっ
て，アメリカの技術的発展の基礎がこのような生産組織の革新の方向をとった
以上，アメリカに広くみられた企業者活動の革新性も，こうした生産組織の変
、革を中心として展開したのは当然であった。こうLて，アメリカ技術の発展と
その方向は，企業者活動にもアメリカ的な特質を与えることとなった。徹底し
た機械・技術の導入と生産組織の合理化による大量生産への指向，これがアメ
リカの企業老活動を貫ぬく基本的性格の一つとなったのである。
　（2）企業発展と市場的諸条件
　生産的諸条件とたらんでアメリカの企業発展に重要な影響を及ぼしたのは，
その市場的諸条件であった。アメリカが旧大陸からの移民によって植民され・
たえず西部へと移動する人口の拡散によって発展していったという歴史的事情，
きらに西部に自由に開発しうる広大で肥沃た土地が存在したという自然的事情
などのために，アメリカにおげる市場形成は旧大陸と異り，特異な形態で発展
L，このような市場的諸条件は，アメリカにおげる企業者活動，ひいては企業
発展に，アメリカ的な特質を与えることとなった。チャソドラー・ジュニアは，
アメリカ企業経済の発展に影響を及ぽした要因を時代別に5段階に区別L，（1），
人口の西部への拡散（1815－50年），（2），全国的鉄道網の建設と初期の操業
（1850－70年代），（3），都市化の結果とLての急速な全国的市場の形成（1880
、一90年代），（4），内燃機関・電気といった新動力源の採用（1900－20年），（5），
自然科学・物理学のシステマティツクな導入（1920年以降）をあげてい乱胸
チャンドラー・ジュニアのあげる要因の（1），（2），（3）はすべて市場形成に重要な
影響を与えたものであり，（4）の内燃機関の操用にしても，その大きな影響は自
動車という交通手段の発展であったから，アメリカ市場の発展と深い関係を有
するものであった。以下，こうした市場的諸条件がアメリカ経済発展に及ぽし
た影響について，つぎにみてゆくことにしよう。
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　まず19世紀前半に特に活発に行われた西部への人口移動，いわゆる西漸運動
は，アメリカに特異な現象であった。流入する移民あるいは東部の過剰人口は
西部の肥沃な土地に誘引されて移動したが，この現象はアメリカ経済発展に多
面的な影響をもたらした。第一にはしぱしぱ指摘されるように，本来工業労働
力となるべき労働人口を絶えず農業へと吸引することによって，工業における
相対的た労働稀少の状態をひぎ起し，高賃銀と結果的には機械化の進行を促進
したという点である。さらにまた，西部に存在する肥沃な土地が，特に経済不
況の時期に東部の工業労働著の逃避場とたり，工業労働力の需給を調整する役
割を果L，アメリカにおける経済恐慌の深刻化を回避する安全弁となったとい
うr安全弁説」（safetyvalve　theOry）も・しぱしば指摘される点である。事実，
少くとも1870年代までのアメリカでは，絶えず流入する貧しい移民の群と東都
労働人口の西部への移住のため，労働組合運動の発展は阻害され，企業活動は
階級としての労働者の圧力から自由であったといってよい。アメリカは自由と
機会の国であり，経済的貧困に陥るのは杜会制度のためではなく個人の能力の
ためであるという考え方が広く普及したのも，このような西部での機会の存在
が伝説化した結果であった。つぎにまた西漸運動は，人口の分布を広大な西部
に拡散させ，たえず半自給的な農業村落を創出することによって，経済発展を
一時的には遅滞させたかも知れないが，広くかつ深い国内市場の形成を促した。
一時的な不況を除いて，20世紀10年代までのアメリカ農業が継続的に繁栄を続
けたという事実は，このよう在国内市場を豊かなものとさせ，20世紀以降の全
国市場の形成に大きな意義をもったといえよう。さらにまた西漸運動による人
口の大量移動は・人種・文化・宗教的背景などを異にする多数の移民を西部と
いう堆塙に投げこみ，アメリカ化を促す原因となった。アメリがこおいてドイ
ツにみられたよう在強固な地方主義カミ早くから消失し，文化的な平均化が進行
Lたのはこのためであり，また移民の出自の差による個性的消費煩向を失はせ，
消費性向におげるアメリカ的同質化を促すことに汰った。こうLた事情は，す
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べてアメリカ的な大量消費性向へと指向させる前提となったものであった。
　ところで，特に1850年代から70年代にかげて急速に拡大し，全国的な輸送
網を形成することによって，全国市場の形成に重大な影響を与えたのは鉄遣で
あった。リーラソド・ジェソクスは鉄道がアメリカ経済の拡大に与えた影響の
重要性を，まず経済拡張という面から・つぎに建設事業としての側面から・第
三に安価な輸送力の担手という立場から強調しているが，胸アメリカ経済発展
に果した役割を最も高く評価したのはロストウであろう。ロストウはその「テ
イク・オフ」（take0丘）概念の遼用にあたって鉄道に決定的な役割を与え，「鉄
道こそ，歴史的に考えて，最も強力なテイク・オフの単一の起動カであり」・
rアメリカ合衆国こそ，鉄道の影響が決定的な重要性を果した国々の中で・筆
頭の地位を占めた」と述べている。㈱たとえぱ1880年に，合衆国の鋼生産の実
に島ノ・が鉄レールに消費されていたといった・鉄道が鉄鋼業，ひいてはアメリ
カエ業の発展に与えた影響を別とLて，いま鉄道が市場形成に及ぼした影響だ
けをとりあげても，実に大きなものがあった。鉄道の敷設哩数は1850年の
9，000哩から1900年には実に20万勘こ達し，全国を覆うにいたったぼかりで
なく，その賃率も平行路線間の激しい競争の結果いちぢるしく低下し，遠隔地
問の生産老と消費老とが容易に結ぱれることにたった。さらにまた鉄遣網の発
達は，人口移動の速度を速め，アメリカにみられた異常に高い「杜会的移動
性」（s㏄ial　mobility）の原因ともなり，国内市場の拡大と同時に，その同質化
の要因ともなった。もちろん，鉄道とならんで通信手段の発展も急速であっ
た。サミュエル・モースが政府の援助の下に，ポルティモアーオハイオ間に実
験的な電信網を敷設Lたのは1844年のことであったが・1847年までには早く
もその商業的利用を可能とする技術的改良が完成し，鉄遣と手を携えて地域的
に拡大されたが，やがて鉄道を追い抜き，1860年までには5万哩に達し，既に
南北戦争直前には，大西洋岸から太平洋岸にわたる通信網が完成していた。こ
のような輸送・通信手段の発達は，単に輸送物資を増大させ，輸送費を引下げ，
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輸送時日を短縮し，輸送を確実・安定化させたばかりではなかった。商業取引
を専門化させ，大規模にして迅速，かつ遠距離間の取引を可能ならしめること
によって・国内市場を時問的にも空問的にも拡大Lたのである。このようた急
遠な輸送・通信手段の発展と拡大は，広大にLて同質的な全国市場形成の原因
であった。アメリカにおける企業者活動が，早い時期から全国市場を対象とす
る販売活動に積極的に進出する優向が強かったのは，単に生産における大量生
産的性向のみならず，巨大な全国的市場の形成にもとづく，このような大量販
売的性向によるところが大きかったのである。
　一方，19世紀後半にはじまった都市への急速な人口集中も，同質的市場の形
成に大きな役割を演じた。1840－80年の間の40年問に11％から28％へと増
加した都市人口比率は，1880年以降特に急上昇を示し，1880－1900年の20年
問に，その比率は28劣から40劣に，その20年後の1920年には，ついに51
劣と半数を越えるに至った。このような都市市場は，いうまでもなく，標準化・
規格化された工業製品を容易に受入れる同質的た市場であった。さらに，特に
1910年代以降・このような都市化現象（urba・i・ati㎝）を促進したのは，内燃機
関の発明と応用とによって急速に普及するに至った自動車の発展であった。自
動車の登録台数は・1900年の8，000台から1910年には45万9，000台に，1920
年には822万6，000台，1930年には2，305万9，000台にと，著るしい迅さで増
加し，都市と農村との生活水準を接近化させ，鉄道の発展にとり残されていた
村落をも，同質的な市場に包摂するに至った。こうして，1880年代以降20世紀
の30年代にかげて急遼に進行した都市化現象は，大量生産のための巨大な大量
消費市場を形成した。この時期に華々しく展開された企業老活動が，特定の地
方市場ではたく全国にわたるマス・マーケヅトを対象として展開されたのは，
このためであった。こうして・アメリカで生成Lた市場的諸条件は，生産的諸
条件が犬量生産に指向したのと対応して，大量販売を指向するものであった。
大量生産と大量販売とは，アメリカでは手を携えて進行した。こうした事情に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8工3
　118
っいて1902年，アメリカ鉄鋼業界の革新的企業家であったアソドルー・カーネ
ギーは，アメリカの製造工業は，たえず拡大する国内市場によって支えられて
きた。生産方法の改善・新らしい生産技術の導入など，費用を要する革新をた
えず要請したのは・この拡大する国内市場であったと説明している。㈱
　標準的で規格化された商品を容易にうけいれるという市場の同質性を齋らし
た原因とLては・他にいくつかの説明を加えることができる。一つは政府の政
策であ肌連邦政府が州際商業（inte・・tate　COmme・Ce）に関して各州が別個に
関税を賦課するのを禁じ，連邦議会のみにその権限を認めた合衆国憲法の規定
は，同一の法規の下で何ら差別なく自由な通商関係を保障し，国内市場の円滑
な拡大と発展に貢献するものであった。さらにまた，経済的要因以外に杜会的
な要因もLぱしば指摘される。たとえぱサミュユル・レズネックは，アメリカ
で著るしく標準的規格商品の消費が普及したのは，一つには，この国では最初
。から職人的熟練が乏しく良い商品が得られなかったため，人々は職人的熟練を
必要とするような商品は主として国産品ではなく輸入品に求める傾向があり，
そのため大衆は一層大量生産による規格商品に満足するようになったと述べて
いる。㈲また，この国では貴族といった封建的杜会階層を欠如し，そのため他
人との階級的区分が不明確であり，杜会的身分を誇示するための特別の個性的
商品を必要としなかったという説明も・Lばしぱ行われる。このようなアメリ
カ杜会に特有な文化的諸要因については次節で精しくみることとするが，19世
紀以来発展してきたアメリカの市場的諸条件は，あくまでも自由競争を前提と
した大量販売的性格を特徴としており，こうした中でアメリカに特徴的な「マ
ス・マーケティソグ」（m・ss　ma・keting）という企業老活動が，19世紀後半以降
のアメリカ企業経済の発展に・重要な役割を担って登場するのである。
　アメリカ。におげる市場的諸条件がその企業老活動に影響したもう一つの側面
は，組織管理に対する要請であった。広大な地域に分散した同質的な市場とこ
れを結ぶ発達Lた輸送・通信手段とは，企業者活動をして地方的なものから全
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国的なものえと拡犬させた。大量生産による企業規模の拡張と大量販売による
飯売市場の拡大とは，企業者活動を単に一地域内部のみならず空間的に押し拡
げた。地域的に散在した企業を統轄するためにジ組織管理という問題が重要な
ものとして登場することになった。生産能率を向上するためには・単に機械・
技術の改善や作業工程の合理化といった，生産組織におげる革新では不十分と
なった。19世紀の70年代以来発展しはじめた全国的市場を対称とする巨大企業
にとって，広大な地域に分散する本杜・工場・支店・代理店・さらには原材械
の輸送手段・保管倉庫，また複雑な販売機構などを統轄し企業全体とLての
能率を向上させるために，すぐれた管理組織が要請された。チャソドラー・ジ
ュニアはこうLた事情を，r新たな全国市場・とくに増大しつづげる都市市場
の需要に応じて，それを獲得するために・多くの鉱工業者や商杜は生産量や取
扱量を増加し，拡大した。各杜とも急速に本杜所在地から遠く離れた土地に，
別の事業所を買収したり，新設したりしぱじめた。また，間もなく新らしい経
済職能に進出しはじめた。このような地域的分散（geographica1dispersion）と
垂直的統合（vertical　integratiOn）の戦略は・1870年の不況が数年にわたって工
業の拡大に水をかける以前にすでにはじまっていた。この不況以後1880年代
から1890年代初期にかけて，はじめてアメリカの産業界に家族経営でない巨大
た会杜組織の企業が籏生している。ところが，1890年代の深刻な不況が，ふた
たび成長にブレーキをかけた。そして1896年以降・高度繁栄の時期が訪れ・合
衆国におげる産業王国建設の最初の絶項期が訪れ肌1890年代以降・アメリカ
の産業人が直面した基本的な課題の一つは，新たに築き上げられた企業王国を，
効率的に管理するのに必要な組織づくりであった。こうして企業は，わずかな
同族によって管理されるには，あまりに大きすぎており，急速に専任の職業的
経営者によって管理されるようにたった」と述べている。閏
　企業活動が永続性を前提とし地域的に分散して行われる場合には，何らかの
形で組織管理という澗題が生ずるであろう。13世紀のイタリア商人による地中
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海貿易の繁栄が，複式簿記という企業行為の記帳方式を生みだLたのもそうで
あるし・また商業革命以後海外に発展したイギリス商人・あるいは江戸時代の
三井のような商家においても，同族経営という範囲内であるにせよ，無意識的
に組織管理という問題と取組まねぱならなかった。1850年以前のアメリカはお
いても，たとえぱジョソ・ジェイコブ・アスターのあの薯名なrアメリカ毛皮
会杜」（Ame・ican　Fa・Company）や，ニコラス・ビドルのr第二合衆国銀行」
（SecOnd　Bank　Of　the　United　States）などは，各地域に分散した事業所あるいは
支店を統轄するための，先駆的な管理組織を有していた。また，1820年代には
じまった運河，50年代以降大規模化Lた鉄遣という輸送企業は，その建設より
も運営という点で，周到な管理組織を必要としれこうした初期の大企業の中
で，1834年アスターが出資を引上げてニュー・ヨーク市の土地に投資したため
事実上解散してしまったアメリカ毛皮会杜や，アソドルー・ジャツクソソの営
業認可拒否のため1836年その支店網を喪失した第二合衆国銀行，さらに一時的
には大いに繁栄したが鉄道の発展のためにその経済的機能を失うに至った運河
会杜を別として，19世紀後半以降長期にわたって重要な企業活動を続げた鉄道
企業の場合には，合衆国におげる近代的な管理組織を傭えた最初の民問企業と
して，企業組織に関する幾多の有益な先例を残したのである。凶事実鉄道企業に
おいては，1870年代から80年代にかげて，本杜機構と各地域ごとの各業務単位
の形成，本杜による全般的な意志決定と，各業務単位聞の流れの調整，各単位
の業績の評価，そして各業務単位は日常業務活動に専念するたど，経営管理組
織の爾芽的形態が既に発生しはじめているのである淵しかLながら・この鉄
道企業におげる管理組織は，その後鉄道網が安定し，また公共的機関としての
見地からその賃率決定が州際商業委員会によって管理されるようになったため，
本杜的機能を喪失し，次第に日常業務だげを遂行するようになって，管理組織
としての進歩は停止するに至っている。したがって，鉄道業におげる経営管理
組織の発展は，製造工業に間接的恋影響を与えたとしても，今日の近代的経営
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管理組織が鉄遭業から直接発展Lたというわげではなかった。㈱19世紀末から
20世紀初頭にかげて，アメリカの各産業分野が少数の大企業によって市場の大
部分を分割され，いわゆる「オリゴポリイ」（o1igOp01y）の経済が出現するに至
るが，この市場における競争の激化と，そして麓争を止揚する企業集中と犬企
業聞の市場分割という過程で，意識的に，経営管理組識を合理化しようという
努力が，各企業に要請されることになるのであ肌
　以上．アメリカにおける企業発展に影響を与えた生産的及び市場的諸条件に
ついてみてきたのであるが，そのいずれもがアメリカに特徴的なr大量生産」
とr大量販売」を指向するものであった。このようなアメリカ的特質は・当然
に大規模企業による大規模な生産と販売という企業発展の方向を辿り，しかも
競争を前提とする自由市場経済の下では，機械・技術のみならず，生産組織を
含めた管理組織の，合理化・能率化へ向っての革新を要請するものであった。
すでに19世紀の7ト80年までに，生産の機械化・工場におげる分業体系など・
作業管理におげる発展はいちぢるしかったが，経営管理組織の意識的な合理化
はまだ一般的ではなく，作業組織の中に混在するか，企業家の個人的な指揮活
動の中に埋没していた。これが日程にのぼるのは，前に述べたごとく，1890年
代以降のことであった。吻このような作業管理の発展，組織管理の展開たどに
っいては後にふれるとして，次節では，このようたアメリカにおげる企業活動
に重要た影響を与えたと考えられる杜会・文化的要因について考察してみよう。
企業老活動が個人であれ集団であれ，人間の主体的な経済活動である以上，単
に経済的要因からだげでは，その具体的な活動の革新性は説明しえないと考え
られるからである。
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鯛　鉄道で管理組織の問題に習熟した人々が，他の産業企業に入ってその経験を生か
　L，近代的経営管理を生みだしていったという事例は多数見出されるoたとえばシ
　アーズ・ローバック杜の二代杜長ローゼンワルドは後継杜長を鉄道企業の管理の経
　験者に求め，こうして入杜したのが，シアーズ・ローバヅク杜に近代的事業部制を
　導入したウッド将軍であった。Boris　Emmet＆John　E．Jeuck，Catalogues　and
　Counters：A　History　of　Sears，Roebuck　and　Company，ヱ950，P－327一鳥羽欽一
　郎rシアーズ・ローバソク」（ダイヤモンド杜・昭和μ年刊）
⑳　岡本康雄「経営組織発展の論理と経営組織論の課題」（r経営学に瀦げる組織論の
　展開・役割・地位」昭和37年経営学会大会報告）178買。
第2節　企業者活動と杜会・文化的環境
　（1）企業発展と社会的諸条件
　アメリカ杜会の発展における特質としてしぱしば指摘されるのば，アメリカ
が他の工業的先進諾国と異り，「茸建制度」（feudaIi・m）を杜会的先行体制とし
てもたなかったという点である。もちろんギムメルの主張するように，アメリ
カが封建杜会から」「絶縁」Lて出発したというのは，恐らくいいすぎであろ
う。ωたとえぱ，中部植民地では多くの封建的諸制度が移入され，ニュー・ヨ
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一ク州では「パトルーソ・システム」（patr00n　system）と呼ぱれる大土地所有
制が成立し・1刎ウィリアム・ベン卿の所領として出発Lたペソシルヴェニア州
では・r領主裁判権」やr長子続続制」など当時のイギリス本因にみられた荘園
的慣行が導入され，1割またメリーラソド州では，独立戦争後に至るまでr人頭
税」（quit・ent）と呼ぱれる封建的賦課が残存した。；41さらに重たヴァージニア
州以南の南部諸地域では，早くからブランテイショソ（plantati㎝）と呼ぼれる
非近代的裁植企業が成立し，18世紀末までは煙草生産，19世紀以降は棉花生産
を目的とする，強制労働あるいは奴隷労働にもとずく非近代的大土地所有制が，
19世紀60年代の南北戦争に至るまで繁栄したことは，既に周知の事実であ乱㈲
　しかしながら，南部におけるプラソテイショソ制度を除くならぱ，旧大陸か
ら移植されたこのようた封建的諸遣制は，全くその環境を異にする新大陸では
発展することができなかった。初期の移民の大半を送ったイギリスでは，既に
封建制は解体しつつあり，スベイン植民地におげる程大きな影響を与えなかっ
たぱかりでなく，植民者の大部分がイギリスの因教会に反対するrヨーマソ」
（yeOman・y）出身のプロテスタソトたちであったため，特に自治植民地として
発展したニュー・イ1■グランドにみられるように，封建的諸慣行に反対し，自
営農民を基礎とする独特の平等杜会を建設していった。｛6jさらにまた，「独立戦
争」（Americ・n　Revoluti㎝）の影響も大きかった。一種の「杜会革命」（s㏄ial
・eVOluti㎝）であったといわれるこの独立革命の達成は，イギリス本国政府に忠
誠な「三E党派」（・oyalist）を追い払うと同時に，本国の特権に依存して植民地杜
会に君臨し，封建的諸遺制を温存する杜会的基盤をも一掃することになった。ω
ついで，19世紀以降アメリカの人口増加の主要汝原因となった移民の大部分も，
各国の貧窮農民層を主体とするものであったから，既存の杜会的特権には反抗
する気風が強く，国家を含めた既成的権威に対して強く反発する傾向があっ
た。こうLて・アメリカにおいては・封建的伝統杜会に由来する杜会的威信の
根源としての土地保宥，さらにそれにもとづく杜会階級としての土地貴族が殆
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んど存立しえなかったため，旧大陸杜会とは全く異った「価値体系」（Value
SyStem）にもとづく杜会的威信の体系が形成されることになった。
　杜会的威信とは，自己の能力を他より優れたものとする杜会的基準であり，
いわゆる杜会集団とLての人聞の杜会の中で，何が杜会的にr成功」と見倣さ
れ「尊敬」の対象となるかを決定する基準である。したがって，ある杜会の中
でどのような行動が称讃され・どのような成功が高い尊敬をかちうるかといっ
たその杜会の有する価値体系と関連する。ある心理学者は，こうした価値の人
々への伝達を早くも幼年期に母親から寝物語に聞かされる童話の申に求め，さ
らに少年期に好んで読まれる物語の中に，人々の杜会の中で抑制すべき行動，
かくあるべきという基準，将来どのような人問になりまた職業が望ましいかと
いった，価値の伝達が行われるとしている。帽］このような価値体系が，人間行
動とくにここでは企業老活動に与える影響は重要であろう。たとえぱ，官僚の
指導が優先する官僚国家では，少年達の夢は官僚として杜会をリードすること
におかれるであろうし，軍人が杜会的指導者として優越する軍事的杜会では，
少年たちの将来への希望も，軍人とLての立身に結びつくであろう。こうして，
杜会的に有能な青年たちの多くが，官僚と軍人に向うことが多いであろう。ま
た企業活動におげる成功が杜会的に一定の評価をうける場合でも，イギリスに
みられるように，土地貴族の優雅た生活がより高い杜会的威信をえているよう
な国では・企業的に成功した人々の土地資族への移動がみられるであろうし，胞｝
フラソスやラテソ・アメリカのように，家族的結合が尊敬される国では，家族
的成功が企業的成功におきかえられるであろう。こうして，その杜会の有する
価値体系は，杜会的成信が何におかれるかを決定し，有能た人々の選ぶ職業を
左右するとともに，企業老活動の内容にも重要な影響を及ぼすと考えられる。
　ところで，アメリカにおける杜会的威信は，「貨幣価値に表現されたビジネ
スにおける成功」という，資本主義杜会における特徴を端的に示す表現形態を
とった。しぱLば歴史家はこのようた傾向を，たとえぱベソジャミソ・フラソ
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クリソに典型的に見出されるような・r金銭的利益を勤勉に対する神の思寵」
と考えるピュリタニズムに根源を求めている。のちにみるように，ピュリタニ
ズムがこうした優向に重要な影響を与えたことは否定すぺくもないが，旧大陸
の伝統杜会の威信体系を欠いて出発したアメリカの杜会的環境が，その大きな
要因であったことぱ疑いない。この国では，自己の能力が他に優越しているこ
とを示す確証一杜会的威信一の最も容易な基準は，貨幣的富の獲得，いいかえ
るたらぱビジネスにおげる成功であった。古くから植民された東部では，若干
の封鎖的な家族的杜会が形成されたことは事実であるが，大部分が貧しい移民
として渡来し，あるいは西部へ移住して，無一物から出発しなげれぱならなか
った人々にとって，金銭的富は何にもまして重要な保証であったぱかりでなく，
その大きさが杜会的成功の基準となったと思われる。さらにこの国では，イギ
リスと較べての工業的後進性のために，企業的成功が愛国的情熱と結びっい
た。たとえぱ独立直後の，18世紀末から19世約初頭にかげての工業化の端緒的
な段階において，ハミルトソの工業化政策の下で発展したニュー・イソグラソ
ドの木綿工業の場合などは，ボストソ商人による企業活動は愛国的行為として，
大きな称讃の対称となった。ω少くとも20世紀に入るまでは，その地理的な孤
立性から，対外的な軍事力の必要が重視されなかったアメリカでは，ビジネス
におげる成功は・個木的な称讃ぱかりでなく国家的にも承認されるものであっ
たo
　しかしながら，貨幣的価値に表現されるビジネスにおける成功が杜会的威信
となるためには，その成功への遣が広く人々に開かれていなけれぱならない。
この意味でのアメリカは・他のいずれの国よりもr機会の国」であった。もち
ろん，グレゴリイとヌウ女史の指摘するように，1870年代のアメリカの成功し
た工業企業家が，アメリカ生れで，イギリスから渡来したニュー・イソグラソ
ド出身の父親をもち，宗教的背景としてはコングレヅシ目ナル，プレスピテリ
アソ，エピスコパル派たどのプロテスタソト派に属し，大体その少年期を過L
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た環境がビジネスが高い杜会的評価をうけているような都市で育ち，また18才
頃から定った職業に入るとともにその教育は一般的に高かった，ということも
事実であろ㌔ωしかし，このようなビジネスに入るについての杜会的制隈が，
他の諸国に比して蓬かに緩やかであったことは間違いない。経済的に急速な発
展をっづげたこの国では，能力があり機会に恵まれさえすれぱ，誰でも成功で
きるという可能性があった。スコットラソドから1848年に渡来した織物工を父
親にもつアソドルー・カーネギーは，父親の失敗による家計を補うため，13才
のとき週1．65ドルでボイラー焚として働きだした。ついで電信会杜でメヅセソ
ジャー・ボーイの職を求めた時には，一繕についてきた父親のアタセソトを恥
じて，オフィスの外に父親を待たせておかねばならなかった。また，あのロヅ
クフェラーにしても，父親は薬の行商人であり，16才で農産働物伸買商のブヅ
ク・キーバーとLて働きだした。19才で農産物伸買商として独立した時，すで
に800－900ドルを貯えており，父親が，子供たちが21才に達した時に人生の出
発のための資金とLて与えると約束していた1，000ドルを，まだ21才に達しな
かったロヅクフェラーは，10劣の利子を条件に借入れて独立の資金にしてい乱
かれがその成功の基礎として父に負ったのは，この1，000ドルだげであった岬
　アメリカにおいて二〔業化が急速に進行した19世紀を通じて，経済的機会は豊
富に存在したぱかりでなく，多様であった。高い杜会的移動性と相侯って，青
年たちは早くから独立Lた。この国では家族的伝統とか地方的影響は，ビジネ
スでの成功を求める青年たちにそれほど大きな拘束とはならなかった。早くか
ら「自立心」・「独立心」が養成されるとともに，企業老行動にとって重要な
r個人責任」という考え方が確立した。経済的成功への可能性は遣求され験さ
れるべきであったが，その成功も失敗も・あくまでも個人の責任に帰するもの
で，家族や杜会のせいとは考えられなかった。r自立的な人間」（sel£mademan）
が尊敬されたが，こうした人閻の行動類型は，企業老職能の重要な要素である
r敢えて危険を冒Lて」（此k－taking）新らLい事業を開拓する精神の基礎とな
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った。さらにまた，中世の伝統杜会で蓄積された富を基盤として企業発展が行
われなかったこのアメリカでは，企業におげる家族主義的伝統も根づかなかっ
た。もちろん，1890年代に，大企業を築きあげ巨大な個人財産を蓄積した産業
界の大立物たちとその家族，たとえばヴァソダービルト家，ハリマソ家，モル
ガ1■家・カーネギー家，ロヅクフェラー家などは，企業を創立するとともにそ
の管理者であり，企業に家族的伝統を導入しようと試みたことは事実である。
かれらが生活した五番街とニュー・ポートとは，アメリカで最も卓越した生活
のシソボルとなった。Lかしこの時期には，単にr暴露文学」（murkraking）や
「反トラスト運動」（Ant甘・・st　MOvement）たど㌃こよる攻撃ぱかりでたく，す
でに大企業が家族によって支配されるという時期は，杜会制度として過ぎ去り
つつあった。ヘソリ・フォードがこうした19世紀型企業家の最後の世代であっ
たといわれるが，20世紀のアメリカでは，大企業の管理は職業的経営老の手に
移るようになり，家族による企業支配は過去のものとなりつつあったμLた
がってアメリカでは，「個人主義」（individua1三sm）は企業老活動の有力な要因と
なったが，それが家族や同族に拡大されて企業の伝統とたることはなかった。
　企業老活動に必要なr冒険心」・r活発で革新的な活動」という点でも・アメ
リカ杜会は友好的な環境を提供した。19世紀を通じてアメリカでは活発な西漸
運動が行われたが，この西漸運動とはr辺境」（f・Ontie・）の開拓であった。フ
ロソティアとは未開と文明の接点と考えられ，未開の自然を経済自勺に開発し文
明杜会にひき入れることが辺境の開拓であり・拡大するアメリカを担ってこの
辺境で活動Lた人々の間に，いわゆるr開拓老精神」（f・0ntier　spi・it）が生れ
た。飼自然と闘いこれを文明化してゆくというこの開拓老精神は，単に辺境の
みならず，あらゆる経済資源を開発してこれを経済杜会の発展に貢献するとい
う意味に転化されると，アメリカにおげる旺盛な「冒険的」企業者糖神の基盤
となった。たとえぱ，19世紀後半に活発に行われた西部におげる鉄道建設，新
開地における鉱山の開発，新地域におげる工場の建設など，こうLた開拓者精
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神と無縁ではなかった。特に19世紀後半の鉄遣の建設は，野生的な開拓者とし
ての魅力とビジネスでの成功とが結合して，ジョソ・ムーディも述べているよ
うに・鉄道王になりたいという少年達の夢をかきたてるに十分であった洲さ
らにまたこのような閉拓老精神は，新らしい技術の発展，新産業分野の開発，
新商品の創造など，企業者活動に大きな刺戟を与えたに違いない。アメリカ杜
会において，人のやらない新らしいことが追求され，その成功が称讃されると
いうr革新性」の尊重は・ピジネスの世界でも同様であった。アメリカの企業
者活動をたえずこのような冒険とその結果としての革新に導いた原因の一つは，
こうした開拓老精神にあったといえよう。
　こうして・封建的伝統杜会を欠いたことによる，貨幣的寓の獲得一ピジネス
におげる成功一を杜会的威信の第一としたという事情，ビジネスの成功を国家
への奉仕とする経済的愛国心，ビジネスヘの機会の開放性，成功であれ失敗で
あれあらゆる行為の結果を個人責任と考える「経済的個人主義」（eCOnOmiC
individualis㎜）の普及，企業経営における家族主義的保守性が発展しなかった
こと，さらに冒険と革新を鼓舞する開拓者精神の存在など，アメリカにみられ
た社会的条件は，活発で革新的な企業者活動を刺戟するに十分であった。アメ
リカの企業著活動にみられた飽くことなき拡張への欲求，生産量・企業規模に
おける優越を達成しようとするとどまるところを知らぬ野望，秀れた人材の企
業活動への漬極的な進出，末知の分野に対するたえまない開発の努力たど，す
べてこのような刺戟の下に発展したのである。大量生産による企業規漢の拡大，
激烈な競争を通じての生産能率のたえることない向上といったアメリカ企業の
特質は，このような杜会環境から生成したといってよい。
　アメリカにおげる企業者活動に大きな影響を与えた他の杜会的要因としては，
その高い杜会的移動性とラ多数の国表からの移民で形成された独特た文化的・
人種的な混合杜会的性格とを指摘しなけれぱならない。第一の杜会的移動性に
っいては・西漸運動という歴史的泰実がよく示すように，アメリカにおける人
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口の流動性はその初期から異常友ほどに大きく，旧大陸の先進諾国と異る特徴
の一つであった。こうした事情は，アメリカにおげる地方的伝統の形成を阻げ・
逆に広大た全アメリカ領土を均一な杜会関係・杜会的慣習・杜会的意識に統一
せしめた大きな要因であったと考えられる。通常産業革命螂こひき起されるこ
のような人口移動が、西部におげる経済的機会の存在によって早くから生じた
ことは，アメリカ杜会の均質性を加速度的に進展させ，工業杜会発展の基礎と
なった。このような均一的な杜会は，標準化された生活様式・生活意識・生活
憤習を発展きせる最適の地盤であり，消費性向における国民的同質性を発展さ
せ，アメリカに特徴的な大量生産＝大量販売制度のための，絶好の市場を提供
したのである。たとえぽ，フラソスにみられるような個性的消費性向に対して，
アメリカでは規格化され標準化された非個性的消費性向が強くみられるのは，
このようなアメリカ市場の均一性から来るものであり，20世紀に入って自動車
産業が勃興した際に，ヨーロッパで多くの嗜向に合わせた多種少量生産に指向
したのに対L，アメリカではフォード丁型に代表されるような，単一車種の大
量生産へと向わLめたのも，このような市場の性格から生じ。たものと考えるこ
とができる。
　つぎに，移民の流入によって人種的・文化的な混合杜会の形成されたことも・
アメリカ市場の均質性に貢献するものであった。歴史家はアメリカ杜会を一つ
のr堵掲」（㎜elti㎎pOt）にたとえ，あらゆる文化的背景をもった移民たちがこ
の中で同化し，新らしいアメリカ人として生れかわると述べているが・アメリ
カの杜会は種々の文化的価値を担って新大陸に到着した人々を融合させ，新ら
しいアメリカ的価値体系の中に統合していった。護もが旧い憤習・伝統から離
脱せねぱたらず，こうして形成されたアメリカ文化が，均質的なものに向った
ことは疑いない。規格化され標準化された生活様式，非個性的商品が容易に受
入れられた環境は，こうしてでき上った。またアメリカに渡来した移民の大部
分が，工業的技術に未経験た農民たちであり，しかもその多くが，開拓農民と
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たるには資金が必要であったため，アメリカでの生活の最初のスタートを工業
労働者として始めなげれぱならなかったという事情は，多くの点でアメリカの
企業経営に影欝を及ぼした。第一に，かれらは工場での生活に全く経験のない
非熟練労働著であったから，監督者たちは機械・技術について最初から教えね
ぼたらたかったぱかりでなく，複雑な作業を期待することは殆んどできなかっ
た。その結果，職長たちは作業をできる限り簡単な工程に分解し，単純化され
た一工程だけを割当てて行わせるといった方法をとらねぱならなかった。さら
にまた，移民たちはその出身・教育などの背景を異にしたため作業上の能力に
おいても種々の差があり，こうした能力によって作業を割当てるといったこと
も，職長たちに必要であったと思われる。あるいはまた，外国生れの移民たち
は言語上の障害も多く，多くの点で意志の疎通を欠くことが多かったであろ
う。いいかえるならぱ，同質的な文化・知識環寛の下で育った労働考によって
構成される場合とは，全く異った管理上の注意も，職長たちに要請されたと思
われる。
　このような事情から，アメリカの工場においてはその初期から，作業管理と
いう聞題が発展したと考えられる。労働者はその能力によ・ってグループに割け
られ，綱かく分割された単純作業に割当てられた。こうして「能力主義」とと
もにr課業」という考え方が発展した。さらに，コミュニケーショソの不便を
除くために，就業あるいは作業上の規貝阯の明確化が進行した。いいかえるなら
ぱ，工場作業を通じて労働老の間に，「ファソクショナリズム」（fanCti㎝a1iS血）
が侵透することにたった。1労働老は職長の指示に従って，与えられた一定の課
業を果せぱよかった。かれが加工している部品が，製品全体の中でどのような
位置を占め，どのようにして組立てられ完成されるかは，かれの関知するとこ
ろではなかった。ところで，このようた労働老にみられた「ファソクショナリ
ズム」の発展は，単に移民労働カの大半が非熟練労働であったという事清から
だけ生じたものではなかった。前にもみたごとく，この国では封建的伝統杜会
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を欠いたため，手工業的職人の伝統もまた徴弱であった。植民地時代の東部の
都市でそのような傾向のみられたこともあったが，旧大陸で一般的であったよ
うな手工業ギルドは成立せず，アメリカの技術は都市からではなく，主として
農村の鍛冶屋・大工・製粉工といった手工業者から発展した。その意味でかれ
らは，中世的たr職人」（craftsman）というよりも「機械工」（m・chanics）であ
り，中世の技術的伝統とは絶縁したところから発生した。このような機械工は，
その製品に生命をかけるといった芸術家的た職人ではなく，機械の操作・改良
に関心をもつ技術考であった。このような技術者はまた，祖先伝来の技術的秘
訣と長年の訓練を経て培われた技能によって，高精度の芸術的な製品の製造に
誇りを懐いた職人と異り，一っ一っの部品が如何に正確に製造されるか，作業
が全体としてどう流れてゆき，最終的にどのように組立てられるかといった，
機械と作業との全体としての組合せと合理化に関心をもった。いいかえるたら
ぱ，旧大陸の職人が自分の完成製品の出来ぱえに関心をもったのに対し，アメ
リカの機械工は，集団として遂行される作業に関心をもち，自分がその一部を
担当することで精神的な満足を感じたのである。コクランはこのような差異を，
ヨーロヅバの「自己中心的個人主義」（eg0－fo㎝sed　individualism）に対し，アメ
リカのそれは「集団中心的個人主義」（g・0up4o㎝・ed　individualism）と呼んで区
別しているが，このように集団の中にあってファンクショ1■に従って行動する
ことで満足するという，アメリカ機械工の精神的風土が，移民労働を主体とす
る工場作業にも同様に成長したといえるであろう。ω
　上のような工場作業におげるファソクシ目ナリズムの発展が，他方でアメリ
カエ業に特徴的な大量生産方法の発展と無縁ではなかったことは明瞭であろ
う。のちにみるように，大量生産を可能とした技術的基礎は・機械そのものの
工学的な改良にではなく，互換部品制あるいはコンベア・システムの採用のご
とく，作業工程の分割と統合方法の革新にあった。このような革新のために不
可欠な杜会的風土が，アメリカで発生した機械工的技術，あるいはファソクシ
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ヨナリズムに容易に適応していった移民労働力たどによって，準備されたとい
えないであろうか。
　（2）企業発展と文化的諸条件
　アメリカにおげる企業老精神が・ピュリタニズムという独特た宗教的雰囲気
の中で培われ発展したということは・しぱしば指摘されるところである。資本
主義の精神を単なる「金儲けのための営利行為」といった営利心に発するもの
としてみず，「世俗的労働を神によって課せられた天職（Beruf）」と考える特殊
な宗教的倫理観によって鼓舞されたとして，プロテスタソトの営利活動に倫理
的基礎を与えたのはマックス・ヴェーバーであったが，胸アメリカにおげる企
業老活動が，イギリスから渡来したピュリタソによって植民されたニュー・イ
ソグラソドでまず栄え，その後の企業者活動においても，ピュリタニズムの影
響が色濃くみられることは，否定することのできない事実であろう。さきのグ
レゴリィ及びヌウ女史も，1870年代の産業指導老の100％，1901－10年の指導
者の90％がプロテスタソトであったと指摘している。ω事実・アメリヵのピュ
リタソの地であったニユー・イソグラソドは・産業革命の発詳の地であったば
かりでなく，広大な西部へと拡がっていったアメリカエ業発展の，真の担手と
なった人々の多くを供給している。さらにまた，ニュー・イソグラソドに発生
した多くの企業者たちの思考様式・行動様式は，たとえぱ植民地時代の国教会
派の貿易商人たちや，特に南部のブラソターたちとは，全く異質の類型に属す
るものであった。多くの人々に愛読されたベソジャミソ・フラ：■クリソの諾著
作，たとえば「若き商人への忠告」，「自伝」，あるいはかれの発案にかかると
云われる「貧Lきリチャードの暦」などの中に盛られた，正直，時間厳守，勤
勉，節制，秩序，節約といったピュリタソ的な諸徳性は，こうした宗教的背景
の下で成長した企業老たちを独特の価値体系の中におき，その行動様式・行動
の目標などに大きな影響を及ぼLたと考えてよいであろう。偉①たとえぱフラソ
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クリソは，その1758年の「貧しきリチャードの暦」の序文の中でこのような徳
性を守ることが，「神の思寵」の結果，富へ至る道であると説いているが，こ
のような宗教的倫理観にもとづく営利行為の肯定と積極的奨励とが，アメリカ
の企業考活動に，他と区別される独特な性格を賦与したことはほぽ誤りでない
であろう。
　正直・勤勉・節制・節約など・ニュー・イングラソドのピュリタソの生活・
行動を律しある種の行動の目標を与えた諸徳性は，多くの面でアメリカの企業
家の生活態度・行動様式・人生の目標に影響を与えたが，こうした影響は，工
業化が進展しはじめる18世紀末から19世紀中葉までのニュー・イングラソドの
企業老活動に，色濃くあらはれている。たとえぱ，アメリカ産業革命の基軸と
なったrウォルサム」型の木綿工場では・ピュリタソの家庭に育った規律を重
んじ，勤勉で服従心に富む農村の少女たちが労働者として集められ，これに対
してポストソの資本家たちも，模範的な教育・施設をもっ寄宿舎を建設し，ま
た厳格な宗教的倫理観にもとづいて監督し，アメリカの「ニュー・ラナーク」
と呼ぱれるほどの模範的な労働制度が成立した。帥これは決してボストソ資本
家の慈善bからではなく，ピュリタン的な人道主義に発するものであり，労働
を通じて生産的職業を教え，寄宿舎での教育を通じて子女の教養を高めようと
する，宗教的色彩の濃いものであった。労働不足が著るしかった19世紀の初頭
に，規律正しい勤勉な女子労働が木綿工業に参加したことは，この工業が成功
しえた原因の一つであったといって差支えない。もちろん，移民労働が増大し，
外国生れの労働著が木綿工場にも大量に流入するようになった1840年代以降に
は，ニュー・イソグラソド木綿工業の宗教的雰囲気も消え去り，あらわな労使
関係が表面化するようになるが，ニュー・イソグラソド各地に多数散在し発展
しつつあった多数の工業企業において，このようなピュリタソ的規律・勤勉・
節制といった徳性が，企業家から労働老に至るまで大きな影響を与えつづげた
であろうことは，想像に難くない。したがって，19世紀後半に入ってピュリタ
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ニズムの影響が形騒化し，資本主義的関係があらわに露呈するようになっても，
少くとも精神的に，このような宗教的影響が企業者の中にみられたとしても不
思議ではない。たとえぼマシュウ・ジョセフソソは，19世紀末の富豪一産業の
成功老たち一を「泥棒貴族」（・obbe・barOns）と呼んで激しく攻撃しているが，圃
それにもかかわらず代表的な富豪の一人ジョソ・D．ロヅクフェラーは，「私の
金は神様が授けて下さったのだ」ということができたのであ肌
　シュルツェ・ゲヴァーニッツは，勤勉・節約・誠実の三つのピュリタソ的徳
性が，資本主義的経済秩序を麦える三つの麦柱であったと述べているが，㈲こ
のような倫理観にもとづく徳性がアメリカの企業者に影響し，その企業者活動
を支える精神的基盤となったことは間違いない。たとえぱ，ニュー・イソグラ
ソド初期の工業化段階にみられた作業場乃至小工場の所有老たちは，勤勉・節
約を通じて零細な費金を蓄積しその工場を拡大していった。たとえぱ工業史家
クラークは，「小作業場や水車場の所有者たちは，その利益を経営の拡夫に投
下し，かくして大企業の創設老となった。こうした事例は・ニュー・イソグラ
ソド，ニュー・ヨーク，ペソシルヴ届ニアの小木綿工場・羊毛工場・鉄工場の
多くの歴史に妥当する」と述べ，また小企業からはじめて次第に犬規模にまで
拡大した地方の製造業老の多くが，「漸次蓄積した富とその再投資によった」
ものであることを指摘してい私㈱こうした利潤のr再投賛」（plowback）にょ
る経営の拡大は，アメリカ初期の企業発展に広くみられるところであり，工業
化のための資本の欠乏がいちぢるしかったアメリカにおいて，勤勉と節約によ
る資本の蓄積が，きわめて犬きな役割を果したと考えられる。さらにユ9世約後
半に入って独占企業が成立するに至っても，たとえぱロックフェラーのごとく，
r働げ，辛抱せよ，誠実であれ，節約せよ」はかれの毛ヅトーであった。事実
かれがその石油製精婁業に乗りだした時，勤勉で節約に努めたことは，その企
業的成功の大きな要因であったことは疑いない。一般に19世紀にアメリカの企
業家が，他からの資金の借入れを嫌い，自已蓄積による企業の拡張をその信条
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とした背景には，単に独立心のみならず，勤倹・節約を美徳とする倫理観が影
響していないであろうかo樽
　このような勤勉・節約という倫理観は，さらに転化すると，企業の拡大を積
極的に支持する経済観となって現れてくる。たとえば20世紀に入ってヘンリー・
フォードは，その「私の勤労哲学」の中で，「労働は万人の行うべき義務であ
り，働かなくてもよいという組織は未だかって発明されたことはない。自然は
労働を要求する。労働は私の健康であり，私の救済である」と述べているが，
この中にはピュリタソ的倫理観を背景とした勤勉が，はっきりとした労働観と
してうちだされている。さらにフォードはその節約観について，「節約とは死
蔵を意味するものではない。それはかえって浪費に外ならない。真の意味の節
約とは，財の適正・有意義な使用である」と述べ，財の積極的な使用が節約で
あると主張してい肌自ら節制を守り，慈善行為を拒否したフォードにとって，
利潤を再投資して企業を拡大し生産能率を高め，高い賃銀と低い製品価格を
実現することが，かれにとっての節約であったのである。鯛このフォードにみ
られるように・節約というピュリタニズムにもとづく倫理観＝市民的徳性は，
かれの旺盛な企業老活動と全く矛盾するどころか，これを鼓舞したと考えられ
私さらにまた・生産のみならず販売におげる企業者活動においても，同様の
ピュリタニズムの影響をみることができる。たとえば，アメリカにおげる近代
的デパートメソト・ストアの創始者といわれるローラ1■ド・メーシーは，ニュ
ー・イソグラソド出身のクェーカーであったが，勤勉・節約を旨として小さな
小売店から発展していった。かれが最初に導入したといわれ，またその成功の
秘密ともなった営業政策の一つは，r定価政策」（one　p・ice　pOlicy）であった。
当時商行為では売手と買手の掛引で値段が決り，原価十適正利潤が定価である
といった考え方のなかった時期に，メーシーがr定価」という考え方を採用し
た理由には，商人は「正直」で「誠実」であらねばならぬというピュリタソの
倫理観が強く作用したといわれる。相手をみてできるだげ高く売るというので
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は次く，誰にでも同じ値段で販売するという新らしい考え方は，クェーカーと
してのかれの倫理観に一致しまたその成功の原因となったものであった。㈱
　さらにまた，アメリカの成功した企業家にみられる幾多の慈善行為も，その
宗教的信仰と無関係ではないと思われる。フラソクリソにみられるようなピュ
リタンの倫理観は，世俗的労働は神によって課せられた人間の職業であり，人
は誠実・正直・勤勉に働き，個人的消費を慎しみ，節制・節約に勉めねぱなら
ない。こうすることによって，神はその思寵として貨幣形態での富を恵み給う，
というものであった。従って富はあくまでも結果であり，労働の目的ではなか
った。したがってカーネギーが述べたように・r富を抱いて死ぬことは・富者
にとってこの上ない恥犀」という考え方が生れ，神の思寵として与えられた富
は，公共の目的のために使用しなければならないとして，慈善行為乃至社会福
祉・厚生行為に結びついたのである。たとえぼ，ジェイ・グゥルド，ジェイム
ズ・フィスク，コーネリアス・ヴァソダァビルトなど19世紀後半の鉄道業老た
ちは，その杜会的悪行や私的濫費などで「泥棒貴族」と呼ぼれるに相応しかっ
たであろう。㈱しかしコールも述べるように，これら投機的た鉄道企業家はむ
しろ例外で，多くの鉄道では株式が分散し，専門経営老が次第に登場するよう
になり，㈱またグレイト・ノーザソ鉄道のジュイムズ・ヒルのような・鉄道の
建設を通じて地域杜会の開発に尽力し・入植者にはイギリスから買入れた優秀
な種牛を品種改良用として無質で貸与えるなど，杜会的貢献を行った鉄道業着
も無数にいたのである。㈱u丈しぱ行われた教育振興や慈善事業，さらに医療
機関の寄附など，鉄遭業者によって行われた杜会的貢献は，開拓者精神ととも
に，杜会改良がその義務であるとするピュリタソ的な倫理観によっても影響さ
れていたように思われる。前こ述べたように，アメリカでは家族主義が企業制
度の中に入り込むことが少かった。したがって，個人的に蓄積された富が家族
や同族の繁栄のために利用されるという事儘は，他の国よりも少かったであろ
う。その結果，カーネキーやロヅクフェラーにもみられるように，多額の資金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　833
　138
を社会に還元するという方向に向ったと思われる。カーネギー製鋼をモルガソ
を主宰者とするU・S・スティールに売却したカーネギーは，巨額の資金をもっ
てrカーネギー救済基金」を設定し，工場の従来員の救済と援助にあたったが，
その晩年には，「余剰の富を賢明に分散することが自分の使命である」と感じ
はじめるのである。帥
　企業活動によって獲得された富は杜会に還元されねぱならぬという考え方は，
さらに進んで，企業活動の目的自体を杜会の進歩の為とする思考につながる。
特に19世紀の末葉以来，企業が独占化してその杜会に及ぽす影響が大きくたり，
また一方で反トラスト運動など大企業に対する非難の声が増大すると，単に利
益を杜会に還元するというだけでは不十分とたった。個人企業家の手に集った
富は，節約と勤勉の結果としては余りに大きすぎたばかりでなく，企業が杜会
に及ぽす害悪・影響は，個人的な慈善行為で償うにはあまりに重大であったか
らである。慈善行為をその信念から拒否した7オードの場合には，かれが遂行
した大量生産の結果，労働者の賃銀が上ったぱかりでなく，廉価な自動車を普
及させることによって人々の消費水準を高め，かくして杜会の進歩に貢献する
のだということが・かれの魂の救済となった押フォードはまた，利潤は杜会
から予託された套共の信託物（public　t・ust）であると述べ，これを適切に使用
して杜会の発展に投立たせることが企業家の使命だと考えていたが，同時に，
企業は個人のものであり，個人の才能によって発展するものだと信じていた。
しかしながら，集団経営を損み，反労働組合的態度をとり，「独裁者」と称さ
れたフォード型の企業者の時代は，急速に去りつつあった。企業はますます個
人企業家の手を離れて，専門経営者によって職業的に経営されるようにたり，
フォードが述ぺた「公共の信託物」としての性格を強めるようになった。フォ
ード以降の企業家は，このような「信託物」を委託されて経営にあたる経営者
であり，政府・株主・一般消費者，あるいは広く杜会全般の利害を調整しなが
ら，しかも企業の発展を通じて杜会的進歩に貢献するものだというように変化
834
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　139
した。こうして，杜会に対する「奉仕」（s帥ice）が20世紀の企業経営老の経営
目標とされ，さらに企業が杜会に及ぼす影響の重要性から，経営老の「杜会的
責任」（…i・I…p㎝・ibility）ということが主張されるようになった。もちろん，
企業の杜会的責任という言葉は何処の国でも聞かれるであろうが，特にアメリ
カの場合には，ピュリタソの倫理観と無縁ではないということが注意されてよ
いであろうo
　ピュリタニズムとならんで，アメリカの企業者活動に影響を与えたのは，そ
の民主主義的・平等主義的理念であった。ジュイムス・ブライスも述べるごと
く，アメリカはr階級のない国であり・人々を他の人々から区別する外見的相
違，特権にもとづく身分差別といったものはなかった」。闘これは，アメリカに
杜会的権威の体系として，伝統的杜会にみられる杜会的階級制度・意識が最初
から稀薄であり，しかも移民の絶えざる流入によって・身分意識の育成が阻害
されたからであった。したがって，個人の出自が最初から間題とされなかった
ぱかりでなく，逆に出自を否定L，身分関係におげる水平的関係にもとづく協
同杜会を指向する圧力が強かった。こうした杜会でぱ・家系ではなく・自己が
何をなしうるか，他人に何を貢献しうるかが重要であり・世襲的地位ではなく
個人の能カが，人々を区別する杜会的基準となる。マヅクス・ヴェーバーが述
ぺているごとく，アメリカでは雇傭老と被雇傭者との人間的身分関係は全く平
等であり，工場の終業後街の玉突き場で，雇主と労働老が全く平等の人間とし
てゲームに興ずる，といった関係が基本的に存在したのであ乱したがって・
企業家と労働老という杜会的地位の相違は，すべて個人的能力の差異によって
生じた止むを得ざる差別であり，誰でも能力さえあれぱ杜会的地位の上位を占
めることができるという能力主義にもとづく権威の体系が，アメリカの杜会・
文化的環境の中を一貫して流れてきたのである。このため，アメリカの企業家
は，労働老が監督されるのはその能力を欠くための当然の結果であると考え，
階級的弱老とLての慈恵的・保護的政策をとろうとしたかったぱかりでなく，
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労働者もまた，階級として資本家に低抗するという慎向が薄かった。このよう
な杜会はいわゆる「能力指向型」杜会であり，人々を出自とか家族関係に顧慮
することなく・その経済的目標の達成へとかり立てることになった。経済競争
においてその能カの優越を他と区別するためには，企業規模の拡大・生産能力
の向上による企業的成功が要請され，アメリカに特徴的な大量生産へと指向す
ることになる。また，その消費性向においても，階級的区分の不明確さ，階層
問の流動性の高さなど人々を杜会的に区分する身分的差別が少かったため，旧
大陸にみられたようた杜会的地位の相違による消費性向の区別などが発展せず，
均一的な消費，すなわち規格化され標準化された大量販売のための市場が，広
く発展することとなった。
　アーノムド・ベネットはそのr合衆国一その印象』の中で，アメリカのビジ
ネス・マソとヨーロヅパのビジネス・マソの差異を区別Lて・両者の大ざっぱ
なしかし明らかな相違は，ヨーロッパのビジネス・マソがその事業から逃れよ
うと常に望んでいるのに対し，アメリカ6）ビジネス・マンがこれに専心うちこ
んでゆこうとする態度にあ肌アメリカのビジネス・マンのその事業に対する
態度は，たとえぽ芸術家のごとくであるパ…・・かれは事業を愛し，その努力を
少しも苦痛と感じないぼかりでなく，事業はかれにとって趣味であり，情熱の
対象であり，人問として勤めるべき徳性であり，熱狂の対象でさえあると述べ
ている。幽ヨーロヅバのビジネス・マソが，その事業がかれにとって余技であ
り，人生の目標は別にあるのだといった態度をとる煩向が強かったのに対し，
アメリカのビジネス・マソが・事業こそかれの生きがいであり・人生の目標そ
のものであるという態度を示した背景に，アメリカという新らしい杜会・文化
的環境の下で形成された，アメリカに特徴的な価値観，行動様式が少からぬ影
響を及ぽしたであろうことば想像にかたくない。こうして，アメリカにおげる
企業著活動の持質は，ヨーロヅパから移住した人々によって遂行され，その伝
統の多くをうげついだにもかかわらず，全く異ったタイプとして発展するに至
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ったのであるo
註（1〕従来このr錯建的遺制からの絶縁」が強調されすぎた鎌いがあるo
　（2〕　この「パトルーン・システム」の存在が，特にニュー・ヨーク州における土地の
　　解放を阻害L，土地貴族・商人貴族杜会成立の地盤となったことは事実である。
　　W．D．Fox，The　Decline　o土Aristocracy　in　the　Po1itics　of　New　York．など参照o
　（3〕　「領主裁判権」・「限嗣相続」などの所謂隷建遺制は，Lかし形式的に移入された
　　にすぎず，実質的に動果をもったか否かは疑はしい。
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　　いては鳥羽欽一郎r近代経済史」（目本評論社・昭和33年刊）参照。
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　　ネスの教育は大学で行われるべきものでなく，徒弟的な訓練によるものだとする考
　　え方が強かったからであるo
⑩　鳥羽欽一郎rアメリカ合衆国におげる産業資本の形成遇程について1・2」（r早
　稲田商学」111・132号）を参照されたい。
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⑱　Allan　Nevins，John　D一，Rockfe1ler：The　Historic　Age　of　American　Enter－
　prise，1ニエvo1s一，1940，PP，1C2－131．
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⑳　Hana　Josephson，The　Go1den　Threds：New　England　Min　Girls　and　Magna・
　tes，1949．なお鳥羽欽一郎「アメリカ合衆国における産業資本の形成遇程について
　一（2）」（r早稲田商挙」131号），尾上一雄r前掲論文」参照。
⑳　Mattew　Josephson，Tbe　Robber　Baro日s：The　Great　American　Capita1ists，
　1861＿工901．1943．
陶　小原敬土rアメリカの資本主義の形成」（時潮杜，昭和23年刊）68頁よ㌦
⑳　VS．C1ark，Histo町of　Manufacturers　in　the　United　States，Vo1．1，pp．367
　－8・なお鳥羽欽一郎rアメリカ合衆国におげる産業資本の成立一アメリカ産業革命
　吏序説一」（r杜会経済吏大系」第7巻，弘文堂，昭和36年刊）を参照されたいo
錫　このことは今目においても，アメリカの企業が一般に自己蓄積率の高いこと，金
　融機関による資本的支配の弱いことなどに現れていないであろうか。たとえば目本
　などでは，ごの逆であったようにさえ考えられるo
㈱　小原敬士「前掲書」より引用。
㈲　Ralph　M・Hower，History　of　Macy’s　New　York，185ト1919鳥羽欽一郎「近
　代的百貨店の成立一R・H・Macy＆Inc。の事例」（r早稲田商学」161号）及び同
　r20世紀を動かした人々一アイデアに生きる一」（講杜談，昭和37年刊）を参照oな
　拭イギリスでもクェーカーたちは，品物の価値以上の値段をつけることを拒んでい
　る印象をうげるという記述もあるoたとえぱ，Daniel　Defoe，Comp1ete　Eng1ish
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T。。d。。m。。，2．d．・d．，1727，PP．22ト228，C6…d・S・・・・・…AF…ig・View
　of　England，1912，p・325・をみよo
⑱　M．Josephson，Ibid・，Chapt・III，IV・
㈲A．H，C・1・，B・・i・棚E・…p・i・・i・i・・S・・1・lS…i鳴1鰍訳書・58臥
餉G。。。。。R．R舳・d，Fi・…i・1Gi・・…fAm・・i…1922・V・1・I…133・尾上
　一雄「前掲論文」によるo
帥　Andrew　Camegie，Autobiography，Boston，1924。邦訳，坂西志保訳「カーネ
　ギー自伝」（創文杜，昭和34年刊）185頁・尾上一雄r前掲論文」。
鯛H。血ym㎝H・・…，G・…E・…p・i・・；G・・w・h・・dB・h・・i…fth・Big
　Corporation，1956，p．145。
鱒　James　Bryce，The　American　Commonwealth・II・London・1891・p・618・
鈎Am・mdB㎝・…，Y…U・i・・dS・・…；Im・・…i・…f・Fi・・tVi・it・New
　York，1912，pp．93＿94．
第3節　企業者活動と経営理念
　（1）企業者活動と社会的通念
　企業者活動が活発に行われるためには，その杜会におげる「杜会的通念」
（SOCial　COnCenSuS）によって支持されねぱならない。何が正当な権力であり何が
不当な支配であるか，何が正当た報酬であり何が不当な利得であるか・あるい
はどのような行為が尊敬されまたどのようた行為が憎悪されるかは，すべてこ
のようなr杜会的通念」によって影響され肌さらにまた・企業老活動を実際
に遂行する企業経営にとってみるならぱ，それは一定の経済目標に対する人閻
の集団的な営利行為であり，その集団に属する人々，すなわち経営者から労働
老に至るすべての人々は，目標に対する相互理解，共通の期待，さらに相互に
律し合う一定の規律にしたがって行動しなげれぱならないが，このような集団
内部におげる権力・富・威信の配分関係を承任し正当化する上で大き恋影響
を与えるのも，こうしたr杜会的通念」なのであ肌すなわち・人々はr個人
と集団を相互に関連せしめ，一つの統合された共通の理念，信条，価値判断を
与えるような杜会的通念」の下で，行動するのであ私ωしたがって・このよう
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な杜会的通念が企業者活動を支持したい場合には，それは大きな障害にぶっか
ることになろうし，逆にいちぢるしく友好的な場合には，企業老活動は大きな
刺戟をうけるとともに，企業経営をめく“る人聞の集団は，大きた摩擦なくより
能率的に機能しうるであろう。ここではまず，このような杜会的通念の友好性
が企業老活動；二与えた影響についてみてみることにしよう。
　工業杜会の出発は，とりもなおさず伝統杜会からの離脱であり，杜会的通念
におげる何らかの変革が附随しなければならたい。営利行為に対する蔑視・土
地貴族に対する尊敬と重農主義的傾向など，伝統杜会において確立されていた
杜会的通念は破壌され，経済行為の積極的な是認，「産業の将師」（・・ptai・of
industW）といった言葉で現されるような民間企業家の杜会的優越性の承認など，
新らしい価値体系の成立，いいかえるならぼ杜会的通念における改編が必要と
される。たとえぼ，イギリスにおける産業革命は新らしい中産階級の杜会哲学
の形成をともなった。ジョソ・ロヅク，アダム・スミス，ジュレミー・ベンタ
ム，デヴィド・リカードウ，トーマス・マルサス，サミュエル・スマイルス，
ハーバート・スペソサーなど，多くの人々の著作に現れた諸観念が総合されて，
「経済的個人主義」（Ec㎝o醐ic　Ind三vidualism）の哲学となった。この新らしい
哲学は，人々に自立心の必要を説き，激しい競争が不可避であるぱかりでなく
杜会の進歩のために必要であると主張し，物質的進歩に対する信仰を育ぐくみ，
そして中産階級である産業と商業の指導老が，政治的権力と貨幣的富のより多
くの分け前を獲得することを承認させた。こうLて普及するに至った新らLい
考え方が，工業化の進行によって出現したイギリスの新らしい杜会構造の承認
に，大きな影響を及ぼしたのである。｛2〕
　イギリスにおいて発展した工業杜会を承認する杜会哲学は，その文化的伝統
を直接にうけついだアメリカにも大きた影響を与えたが・むしろアメリカでの
方が，その普及が早く・また影響も大きかった。たとえぱ，サミュユル・スマ
イルスによって説かれた自立心の必要性，労働の尊重，労働こそ寓への最短の
　840
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途だとする教説が普及したのは，イギリスでもアメリヵでも1850年代からであ
つたが，イギリスに較べて工業化の発展が遅れ杜会的変化が緩慢に進行したア
メリカでは，スマイルスの影響はより深く侵透するごとができた。131また・経済
発展が急遠に進行し，経済的機会がイギリスよりはるかに大きかったアメリカ
では，イギリスの経済的個人主義の哲学は，より広くかつ根深く普及する杜会
的地盤に恵まれていたと考えられる。たとえぱ，1860年にヘソリ・ビーチャー
は，ハーバート・スベソサーの考え方は，アメリカ杜会の特殊性のために，ヨ
ーロッパにおけるよりも広くかつ急遠に普及していると述べている。＝4］ビーチ
ャーのいう特殊性とは，アメリカでは経済的機会が無限にあると・人々が深く
信じこんでいるという事情であった。アメリカに伝えられたスベソサーの哲学
は，こうしたアメリカ杜会の中で，アメリカ流に解釈され普及することになっ
た。それは，マルサスによるr生存のための閾争」（Struggle　fOr　eXiStenCe）・ス
マイルスによるr成功のための徳性の湧養」（㎝ltivation　Of　vi伽es　needed　fOr
SuCCeSS），さらにチャールズ・ダーウィ：■による「進化論」（theOW　Of　eVOhti㎝）
の渥合したものであったが，マルサスにみられた「悲観的な考え方」（pe・s…血i・
SIn）は，ダーウィソの進化論的な考え方によって・r楽観論的な考え方」
（optimis㎜）に置きかえられていた。さらにまた・スマイルスの説いた個人酌徳
性・勤勉・努力こそ成功の途とする考え方は・ピュリタニズムに・よる宗教的倫
理観の強かったアメリカでは，むしろ当然のこととして受入れられたのである。
　こうしたスペソサーの哲学の影響によって，成功と富とは杜会的進歩の象徴
と見敏され，これを獲得した人々は，生存のための闘争に勝利したのであり，
その報酬として富を得るのは当然だと考えられた。闘争において慈悲心は無用
であり，r最適老」（鉦t・St）が成功して竃をうける隈り，不適老が貧困に陥るの
もやむを得たいと考えられた。さらにまた，進化論的な考え方の影響から，成
功と富の獲得は物質的進歩を象徴するものであり，それが杜会的進歩に貢献す
るかぎり，必らずLも個人的徳性と関係するものでたく，経済的成功のために
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は政治的腐敗もまた，止むをえない必要悪であるという考え方さえ生じた。こ
のような考え方によれぱ，人間の行う諸悪は深く人間性に根ざすものであって，
このような人間性を否定することは，結局文明の発展をも否定することになろ
う，と説くものであった。たとえぱ，1870年代の「金めっき時代」（The　Gilded
Age）一5〕のビジネス・リーダーたちを代弁したスポークスマンは，rr産業の将師』
たちが時には独裁的な繕神の持主であったとしても少Lも不思議ではない。か
れらはわれわれと同じ階層からでて，しかも誰よりも激しい麓制こうち勝って
きた人々だからである。経済という激しい競争杜会は，決Lて安逸の花園では
たい。それは，工業杜会の中で『適者生存』が試される『生存闘争』のための
戦場たのである。この国では，最高の栄誉は，議会，文学，法曹，医学といっ
た分野での成功に対してではなく，産業界での成功に対して与えられる。成功
した人々が称讃され尊敬されるのは，かれらが成功したからなのである。この
国では，権力・称讃・賛沢といった形で成功に与えられる杜会的報酬が非常に
犬きいので，最高の智力をもった人々がピジネスにひきっけられる。素晴らL
い才能に恵まれた人々は，その最大の能力を発揮する機会を，製造業や商業に
入ることによって見出す。こうLた状態が奮らす大きな危険は，人々が冒険的
なまた発明的な精神によって余りに鼓舞されすぎることである。こうした激し
い競争の中で，特殊たタイプの人間類型が形成される。すなわち，その活カ・
精力・集中力・能力によって諸力を総合L，一定の目的の達成に向って努カす
るとともに，その杜会的結果に対しても深い洞察力を有するような，そうした
性格の人表が形成される」と述べている。⑥
　スペソサーの影響によるこのような考え方が広く普及しまたうけ入れられた
ことは，19世紀後半のアメリカの急遠な企業発展の時代に，企業老活動にきわ
めて友好的な杜会的通念を形成することとなり，アメリカの企業家たちを精神
的に鼓舞したことは間違い底い。コクラとソミラーによれぱ，このスペソサー
の哲学は，「いかなる哲学もこれまでに一つの国民を説きふせたことがなかっ
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たほど，アメリカ人を説きふせた。この哲学は，産業上の富を夢中になって争
い追い求めていた人々のために，自由競争に対して絶対の承認を与えた。さら
にまた・労働者に対する搾敢を科学的に正当化Lた。それはアメリカの企業家
の抱負と全く合致し，その日常の指針となり，信念と思想の根拠となった」と
述べている。ωベソディツクスは・このようなr杜会的ダーウィソ主義」（Soci・1
］〕ami・iSm）を鼓吹したのはジャーナリストや学若たちであって，企業家自身ば
むLろ古くからの人問の徳性を強調し，企業発展を通じて達成されるキリスト
教的使命を強調する煩向が強かったと述べているが，㈲こうして形成されたピ
ジネスの成功に対する考え方が，特に1870年代の「金めっき時代」（the　GiIded
Age）と呼ぱれる時代の企業老たちに，犬きた影響を及ぽLたことは疑いない。
この時期のビジネス・リーダーたちは，いかに貧欲であってもあらゆる手段を
尺Lて競争にうち勝ち，産業界におげる最適者として成功をおさめることが，
この杜会の法則であり，また尊敬に価する行為だと教えられたのである。たと
えぱ，ある鉄道会杜の杜長は，1901年に，「金銭を愛することは悪である。L
かし，金銭を得ようとする欲望はあらゆる経済的・杜会的進歩の基礎である」
と述べ，また同じ年牧師のM・D・バブコヅクは，「ビジネスは宗教であり，宗
教もまたビジネスである」といっている。進歩的な雑誌であるrザ・ネイショ
：■』（The　Nati㎝）でさえ，1888年に・r今日の資本家は昨日の労働者であり・
これは今日の労働老が明目の資本家であるのと同様である」と書いている。当
時の多くの識者にとって，富は杜会的祝福の象徴であり，杜会的に危険視さる
べきものでは淀かった。A・W・グリスウォルドのいうように，「最高の栄誉を
与えられるのは，産業の指導者たち・企業の王老たち」であったのであ糾到
　スペソサーにつづいて，しかL恐らくスペソサーよりもさらに大きた影響を
与えたのは，イェール大学教授ウイリアム・グラハム・サムナーであった。ω
ホヅフスタヅダーも，アメリカにおいて最も大きな影響力をもった杜会的ダー
ウィソ主義老は，サムナーであったと述べている。ホヅフスタヅダー存こよれば・
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サムナーの哲学は・rプロテスタソトの倫理・古典派経済学の諸学説，および
ダーウィソの自然陶汰説という西欧賛本主義文化の三つの伝統を総合した」も
のであり，したがって，「アメリカ思想の発展のために三つの大きな投割を演
じた。かれはピュリタニズムの偉大な伝達老であり，リカルドとマルサスの古
典学派悲観主義の解説者であり，進化論を吸収し大衆化した伝達者であった。
かれは，ブロテスタソトの理想である勤勉で制度あり質素な人聞は，生存競争
におげるr強老』あるいはr最適老』と同一の人間像であると説くことにより，
宗教改革によって活動を開始Lた経済倫理と19世紀思想との間のギャツプに橋
をかけた。またかれは・カルヴィソ主義的であるとともに科学的であるように
考えられる悲惨な決定論を唱えることにより，リカルド学派の賃銀鉄則と自由
放任の原理を擁護した。一・・かれはいわぼカルヴィソのように，杜会秩序に関
’する予定説と，適者生存によって選ぱれた経済的選良の救世を説くために現れ
た」のであった。帥事実かれは・古典派経済学者によって発見された諸法貝に
そ永遠の真理であると信じ・これを変更することはできないと考えていた。す
でに巨大なビジネスの発展によって齋らされる害悪は人々の目にも明瞭にたっ
ていたが，これを政府の行政措置で改革しようとするのは誤りであり，多くの
改革的立法措置は無智により立案され，愚論により起草されると考えていた。
たとえぱ，その教え子であるイェール大学の学生たちに，「諸君はワシソトソ
の政府当局老に，全国に対して政治的配慮を施してもらうことが必要だと考え
る必要はない。神は経済学の法貝によるよりもはるかによく，それをなし給う
たのである」と述べている。㈹
　サムナーはまた・人聞というものは・自由・不平等・適老生存か，あるいは
不自由・平等・不適者生存かという，二つの途から逃れることができないもの
であり，前老は杜会を進歩させ，すべての最良の成員にとって都合のよいもの
であるのに対し，後者は杜会を退歩させ，すべての最悪の成員にとって都合の
よいものであると考えていた。しかしサムナーの時代には，スペソサーの時代
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よりも，ビジネスの奮らす害悪は人々の目に明瞭とたり，生存競争の自由放任
によって生ずるr不適者」の悲惨さは・大きな杜会間題となりつつあった。し
かしサムナーは，こうした問題はすべて個人の責任に帰するものであると説い
た。たとえぱその著r杜会の諸階級が相互に負うもの』の中で，「徹度という
ものはすべて，それが自由をどの程度保証するかによって，その良し悪しを判
断されるべきものである。人聞というものは，生活し，生きてゆくために仕事
をしなければならない。Lたがって，働いて成功するにLても，また失敗して
悲惨に陥るにしても，すべてその責任は個人に帰するものなのである。かれの
能力が秀れていて大きな成功を獲得するか否か，またかれに与えられた機会が
恵まれたものであったか否か，また人生の出発点にあたってかれの所有した富
が大きかったか否かは，すべてかれの個人的な運命にかかわるものであり，こ
の運命こそかれが努力して開拓Lてゆかねぱならず・また耐えてゆかねぱなら
ぬものなのである」と述べている。㈱こうしてサムナー互こあっては，人間の運
命はすでに決定したものとして与えられており，自らの努力でこれを開拓して
ゆくべきものとされた。Lたがって杜会制度の善し悪しは，人問がその個人的
生活を向上させようとして努力するにあたって，その能力の自由恋行使を保証
するものであるかどうかによって判断された。こうした見解に立つならば，民
主主義というものは，たとえどのようた理由によるものであれ，特定の人に恩
恵を与えてはたらず，貧老は他の援助を乞うべきでなく，富者もまた特権を与
えられて富老となったものとぱ考えられなかった。各人は全く独立であり，相
互に全く平等であった。したがって，かれが現在ある地位はすべてかれの責任
によるものであり，責任を他に転稼すべきものではなかった。「人間というも
のは，ある意味では，全く孤猿なもの（is01ated　man）である」とサムナーはい
つているo幽
　　スベソサーやサムナーの考え方は，専門の杜会学者からは浅薄であると，専
門の経済学老からば無知と，歴史学老からは歴史的事実を無視するものと非難
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された。陶しかしながら，アメリカの企業家たちは，かれらが権力を得るため
には何らかの哲学的な麦持を・また時には背徳的でさえあったかれらの活動を
合理化するためには，何らか科学的な理論の裏づけを必要としていた。アンド
ルゥー・カーネギーがはじめてスペソサーの書物を読んだ時，「天啓のように
光がさしこんできて，すべてのことがはっきりした」と叫んだと伝えられてい
るように，㈹スベソサーやサムナーによって拡められた教説は，長くアメリカの
企業家たちの弱肉強食的な活動を哲学的・科学的に支持する基礎となったので
ある。もちろんベソディツクスも述べているように，こうした哲学は企業家た
ちによって鼓吹されたものではなく，ジャーナリストや学老達によって流布さ
れたものであった。また第一，19世紀末までの企業家で正規に経済学や杜会哲
学を学んだ老は，数えるほどLかいなかったであろう。したがって，杜会的ダー
ウィニズムの教義を信奉して企業家が行動Lたと考えるのは早計であり，恐ら
くその大部分ぼ，そのような教義さえ識らずに活動LたであろうL，もっと旧
いピュリタン的な倫理観の方カミ，その行動の針指となっていたとさえ考えられ
る。ωたとえぱ・コクラソは・rミシガソ・セソトラル鉄道の杜長であったレヅ
ドヤードの行為が示しているように，正常な人道主義的な感情をもった人間に
とっては・古奥派経済学説も杜会的ダーウィソ主義も・これを固守することは
困難であった。……鉄道会杜の業務執行者の多くがスベソサーを読んだという
形跡ぼ鮎・。一・イリノイ・セソトラル鉄道杜長のアッカーマンや，ノフォー
ク・ウェスタソ鉄道杜長のキムポールのような人々の労働間題に対する言説も，
非スベソサー主義的あるいは非古奥的な性格のものであった。ノーザン・パシ
フィツク鉄遣杜長のロバート・ハリスは，一賛Lてこうした教義に疑念をもっ
ていたように思われる。かれは『実用主義的功利主義者』（p・ag㎜atic　utilita曲n）
と称せられる人物であり，……自らは自覚Lなかったかも知れたいが，『強著
は種々の方法で，ちようど自ら欲することを自らに行うように，その有する権
限を利用して弱老を助けるべきである』と，スペソサーの教義に反対の意見を
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記している」と述べている。㈱
　スベンサーやサムナーによって代表されるような杜会思想が・19世紀後半か
ら20世紀初頭にかけての企業老にどれだけの影響を与えたかということは，必
ずしもここでの直接の間題ではない。むしろ重要なのは・このような杜会思想
の影響によって，物質的進歩を第一とし，ビジネスの成功を杜会的成功の最上
位におき，失敗も成功も個人の責任であるといった経済的個人主義を正当とす
るような，イギリスよりもはるかに企業者活動に友好的な「杜会的通念」
（SoCial　C㎝C㎝SuS）が広く形成されたということであ乱しかも・このような杜
会的通念が普及Lたのは，19世紀後半から20世紀初頭へかげての，アメリカ経
済発展が最も急速に進行した時期であったことは重要である。経済発展が急速
た時螂こは杜会的変化もまた急遠であり，変化しつつある工業杜会の杜会構造
を承認するような「杜会的通念」の支持を欠くならば，その経済発展はさらに
多くの障害に直面することにたったであろう。19世紀後半から20世紀初頭にか
けての，アメリカ経済躍進期にみられた杜会的通念が，企業者活動にきわめて
友好的であったということは，アメリカの企業発展を「自由奔放」に，またそ
の企業考活動を殆んど良心の仮借のないほど「無制隈」に，拡大させることに
たった。もちろんこうした中で，資本主義の発展によって齋らされた杜会的害
悪によって，こうした杜会的通念が改編に向ったことも事実である。「労働者
と話し合うのを心から楽しんだ」カーネギーのホームステッドエ場で，大スト
ライキが勃発したのは1892年のことであり・この90年代にはr反トラスト運
動」（Unt三・Tmst　Move血ent）が発展した。アイダ・ターベルがrスタソダード
石油会杜史』を書き始めたのば，τ902年のことで差った。その前年には，革新
的た大統領テオドア・ローズウェルトが選出されていた。㈹反ビジネス感情，政
府によるビジネスの統制を必要とするといった考え方が，20世紀の到来ととも
に強く在るに至った。こうした新らしい考え方は，スブソサrサムナー的な
杜会進化論的哲学を退潮さ也企業老の行動を律する新らしい杜会的通念を形
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成させることになった。そしてこれは，艀ヅクフニラー，カーネギー，あるい
は19世紀的企業家の最後の一人といわれるヘソリー・フォードにみられるよう
な，個入主義的創業者型の企業家類型からの訣別と，職業的専門経営者による
大企業組織の管理著的企業家類型への転換とも，時期を一つにしていたのであ
るo
　（2）経営理念と経営管理
　企業経営が・家族組織であれ・同族組織であれ，あるいは株式会杜組織であ
れ・集団としての人間の組織によって遂行される杜会的活動であるかぎり，そ
こにはr指揮するもの」（leade・）とr指揮されるもの」（fOl1OWer）の関係が成
立し・この組織が有効に運営されるためには，この丙者の間に何らかの相互理
解，相互期待，また再者を律する一定の規律を必要とすることはいうまでもた
い。さきにみたr杜会的通念」（SOCial　COnCenSuS）は，このような集団としての
人間組織の内部における権力・富・威信の配分関係の承認に大きな影響を及ぼ
すものであるが，こうLた杜会的通念の下で，「指揮する者」が「指揮される
者」を組織し統率し，これを一定の企業目標に向って一定の規律の下に有効
に運営Lてゆくために必要とされるのが・r経営理念」（manage・ial　ideOlogy）で
ある。たとえぱ，家族経済においては家族主義的経営理念が，また同族的経営
にあっては家父長的経営理念が発展し家長乃至同族の長に対する忠誠・献身・
奉仕の念を組織のメソバーに要請し，こうした観念が組織としての規緯と，目
標に対する行動の統一に貢献した。しかしながら・このような理念は，家族的
紐帯という人間に固有た杜会制度にもとづく理念が経営にもちこまれたもので
あり・本来近代的な経営理念といえるものではなかった。しかしながら，工場
割度が発展し，不特定な杜会層から集められた労働者が，組織集団の大多数を
占めるようになるにつれて・このような組織を調整・統整し，能率的に運営す
るために，「指揮される者」に「指揮する者」の権力・権威を承認させ，進ん
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で協力させるような経営理念の重要性が増大した。ベソディツクスは・このよ
うな経営理念の発展を二つの段階に分類して，工業化の初期の段階のそれを
r企業老理念」（entrep・eneu・ial　id・010gy）・工業化が十分に発展した段階のそれ
をr経営老理念」（manageria1ideO10gy）と呼んで区別しているが・畠Oいずれにせ
よ何らかの「理念」が，工業化の発展にともなって，企業経営を効果的・能率
的に遂行するために必要とされるのである。
　一般に工業化の初期の段階では，当時の杜会的通念がこのような理念を代行
し，特別の経営理念を必要としたかったようである。たとえぱ・イギリスやア
メリカのような経済的先進国では，労務管理が内部請負制度によって独立して
行なわれ，剛経営者が直接作業工程の管理に接したい場合が多かったぱかりで
なく，旧来の職人的た規律あるいは当時の杜会的通念に影響された労働上の
r倫理観」が，作業場内での組織・行動を律しており・あるいはロシヤのよう
た後進国にあっては，農奴が工場に集められるという場合が多く・こうLた場
合には旧来の農奴支配の理念であったr貴族的支配」（ariStOC・atiC　rule）が・
経営理念に代置されたからであった。すなわち・当時の杜会的通念にもとづく
労働倫理観が作業場に導入され，経営老が意識的に労働老を統轄し一定の規律
に服せLめる経営的理念を発展させる必要が・未だ稀薄であったからである。
しかしながら，工場制度が広く展開するようになると，労働老が日常の仕事を
喜んで着実に遂行するぱかりでなく・道具や機械の取扱いに習熟し・課された
仕泰を正確にまた十分な注意をもって行うことが・経営的立場から要請される
ようになり，もはや杜会的通念の影響の下に形成された労働者個人の内部規律
や杜会的強制によっては，十分に管理しえたくたる。すなわち，労働老個人の
作業の質・量とも経営全体の生産計画に合致しなげれぽならず，そのためには
組織全体が一定の規葎・秩序に従って運行し各労働老はこれに自らを適合さ
せてゆかねぱたらない。こうLて経営老は労働老に対して組織としての要講を
強制しなけれぱ恋らず・労務管理が必要となり・そのためのr経営理念」が・
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組織全体を有効に機能させるために必要となるのであ私
　しかしたがら，急速に変化しつっある工業杜会の中で新らたに創出された雑
多な杜会層を背景とする労働力を，工場という労働組織の中で一定の規律に服
せしめ，企業の発展のために進んで働かせるということは，決して容易なこと
ではなかった・工業先進国であったイギリスにおいても，工場制度に対する労
働着の反抗はしばしばストライキという形態で爆発し，経営者と労働者とは幾
度も妥協を重ねねばたらなかった。すなわち・たとえぱ1800年から1828年ま
で，スコヅトランドのニュー・ラナークで紡績工場を経営したロバート・オゥ
エソは，労働者に対する恩清的な待遇によって生産能率を向上させるという新
らしい経営理念を発展させ，こうした摩擦を解消し，今目「人事管理の父」と
いわれてい私たとえばオゥエソは，r機械や道具に対して適切な配慮と注意
を払えぱ・有益な結果がえられるという経験があれば，生命ある道具に対して
も同じようた配慮と注意を払えぱ，少くとも同額の利益が生みだされるだろう
ということは，思慮ある人には容易に結論できることである。…・・すなわち，
もっと徴妙で複雑な生命ある機械は，それを訓練で強化し，活動性をつげるこ
とによって・機械同様に改善されるだろうということ，次にそれをきれいで清
潔に保ち，精神的活動があまり刺戟的な摩擦をこうむらないように親切に取り
扱い，あらゆる手段を講じてもっと完全にたるようにし，肉体をいっも健全に
保ち，早く老いこまぬように，健康的な食物やその他，生活に必要な品を十分
な量だげ規則的に与えることもまた，ほんとうに経済的なやり方だといえる」
と述べている。働こうした経営理念の生成が，経営者と労働者との聞の精神的
摩擦をとり除くことによって，イギリスの工業杜会の発展に貢献したことは間
違いない。
　しかしながら，このような経営理念の発展によって摩擦が取り除かれない場
合には・労働老大衆は工業杜会に適応することができず，不満が爆発して革命
にと向う危険性があ孔たとえぱ，ツアー政府の絶対主義的権威が強大であり，
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経営者が政府の権威の下に労働者を圧伏していたロシヤでは，労働老の不満を
常に政府の力で抑圧Lたため，イギリスにみられたような経営理念は発展せず，
また，農奴制度が長く残存したため国民の教育も非常に遅れ，イギリスにみら
れたような労働老自身の自已規律の育成もみられなかった。こうしてロシヤに
おいては，革命という途を辿ることになった淵ロシヤと異り非常に早くから
工業化が開始されたイギリスでも，その初期に生じた労働老の不満は大きかっ
たと考えられる。しかしながら，すでに17世紀以来ピュリタニズムの発展して
いたイギリスでは，人々の間に「自立心」（se1f－dep㎝dence）が広まっていたば
かりでなく，企業家たちも労働者と協力Lて・工業化によって基き起された労
働老の杜会的不満を，市民的権利の要求という形に転化することに成功した。
さらにまた18世紀から19世紀初頭にかけて，アダム・スミスやエドマソド・
バーク，さらにはマルサスなどの思想の影響で，人間は他の恩恵に依存するの
ではなく，独立して努力し，自ら途を切開いてゆくべきだという考え方が普及
した。こうして1805年までのイギリスでは・労働老は企業老と人聞として平等
であり，保護や恩恵をうけることは良くないことだという考えがゆきわたり・
新らしい工業杜会の出現に対して，労働老は自らの自已規律によってこれに適
応することが可能であった。こうしてイギリスでは・少くとも工業化の初期の
段階においては，企業家も労働者も平等な立場に立つものであり，自ち努カし
て工業杜会に適応してゆかねばならないという一つの理念が，200年にもわた
る長い道徳的・宗教的教育を通じて形成された。こうした事情がイギリスにお
げる企業経営の発展を円滑に進行させた原因であり・また19世紀に入って多く
の杜会的矛盾が出現Lた際にも・前のオゥエソにみられるごとく・新らしい経
営理念の発展によって，杜会的な対立を解消してゆくだけの余裕をもたLめた
と考えられる。これに対してロシヤでは，工業杜会に適合的な自律心の形成が
いちぢるLく立遅れたばかりでなく，長く統いた農奴制のため教育の遅れた労
働老層が一挙に大工場組織に投げこまれたため，その杜会的摩擦ぱ大きく，ま
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た経営もツアー政府の権威に依存する貴族階層を主体としたため，その杜会的
不満を理念的に解決しえなかったものと思われるμ
　その植民地時代のはじめから，ピュリタソの宗教的倫理観の影響を強くうげ
たアメリカでは，イギリスと同様に，倹約・勤勉・節制といった工業化に適合
的な倫理観が早くから発展した。しかもその杜会的環境から，ビジネスでの成
功を最優位におく価値体系が成立L，少くとも19世紀末葉に至るまで，経済的
機会が広く人々に開放されていたため，労働者は何ら大きな低抗なく工業的杜
会に進んで適合し，杜会的摩擦はみられなかった。もちろん19世紀末期に至る
と，勤勉と節約だげでは成功をえられないことぱ，誰の目にも明瞭とたった。
Lかし，スペソサー，サムナーたどの杜会哲学が流布した結果，「生存のため
の競争」は不可避と考えられ・また杜会的ダーウィニズムの導入としてのr適
老生存」の理論が正Lいものと受入れられたため，少数老による富の独占も，
必らずしも杜会的悪と考えられず，杜会の進歩のためには止むを得ぬものと見
傲された。たとえぱ，ウィリーは1896年に，「偉大な思想を生みだL，大きな
軍隊を指揮し，科学の分野で俸大た発見をなしとげ，筆力や弁舌で世界を感動
させ，あるいは大企業を指揮して巨富を蓄積するような能力ぱ・常に少数者に
隈られるものである」㈲と述べている。こうして，ビジネスの成功者は「最適
者」であるため雇傭老となったのであり・労働者はr不遼著」であったため被
雇傭者の地位に甘んずぺきであるという考え方，また，成功老ばその不断の努
力によってその勉位をえたのであり，不成功者は努力が致らなかったのだとい
う考え方が行われたため，労働者の側からする不満は，杜会的乃至階級的た不
満となりにくかった。さらに1895年から1915年にわたって・こうしたr適者
生存」説にカロえて，「新思想運動」（New　ThOught　MOvement）が流布された。
この考え方は，ビジネスでの成功はある種の績神的資質を必要とするというも
のであり，このようた資質を備えるためには，人閻は努力に努力を重ねねぱな
ら鮎・とした。この新思想運動は適老生存説と合して，「精神的な資質によっ
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て最適者たりうる」というよ5に発展し，アメリカ人一般に広く受げ入れられ
た。こうして，労働者も企業家も同じ杜会的基盤から発生したアメリカでは，
19世紀の末葉まで，労働著は工業杜会に積極的に適合しようと努カしたぱかり
でなく，経営老の支配を杜会的に対立するものとして，反発することなく受入
れたのである。アメリカの企業発展は，こうして大きな摩擦なく進行すること
になったo
　しかしながら，20世紀に入ると，事態は急速に変化しはじめた。第一に，企
業は大規模となり，ロックフェラーとかカーネギーのように，低い地位から身
を起し一代で巨大企業を創設するといった，実業界の大立物の時代は去りつっ
あった。たとえぱ，U・S・スティールのエルバート・ゲイリーのように，正規
の大学教育をうげ弁護士として身を立てたのち，J・P・モルガソの依蟹をうけ
て実業界に入り，専門経営老として鉄鋼業の発展に尽すといったタイブの経営
着が，会杜を自己の所有物と考えるような創業老型経営者にかわって現れつつ
あった。また，経営組織におげる「官僚制」（bureauc・acy）が発展した結果，ピ
ジネスでの成功は，独力で成し遂げるというよりも，組織の階層制を下から順々
に昇進してゆくという形態に変化しつつあった。r自立心」（selHelp）という考
え方ぼ依然として人々の間に強かったが，ビジネスの官僚制の中で如何に「創
意」とr指導力」をもって他に抜きんでてゆくかということが，19世紀的な自
立心の内容とたり，またスペ：■サーの「適者生存」理論とも一致することにた
った。つぎに大きな変化は，20世紀に入って大企業間の競争が激化するととも
に，階級間の対立が増大したことであった。競争の激化は当然に，労働老の作
業における規律とその課業成績に対する経営老の圧力を強め，労使間の対立を
深めることとなった。企業は個人の所有物であり，それが激しい「生存競争」
に勝利してえられたものであると考えられるかぎり，経営者はその企業内にお
けるあらゆる権隈の所有者であり，労働者にどのようた強制を課することも当
然な筈であった。LかLこれに対して，労働老も団結をもって対抗Lた。たと
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えぱ・アメリカにおける職業別労働組合加入者数は・1897年に44万7，000人
にすぎなかったが，7年後の1904年には207万2，700人と5借にも増大してい
る。すなわち労働老は，個人として「適者生存」を主張するかわりに，集団と
Lて主張するようになった。しかもサムナーは，ストライキとか労働組合は，
これが正当に行われるかぎり，労働者の「生存闘争」のために必要であると，
理論的に擁護したのである。㈱
　労働組合の発展と攻撃は，企業内におげるあらゆる権限は経営著に属すると
いう伝統的た考え方に，大きな衝撃を与えるものであった。こうしてアメリカ
において始めて，経営考を横に連結して労働組合にあたろうとする「オープソ・
ショツプ」（0pen　Shop）の主張が・1903年のr全国製造業者協会」（NatiOnal
Association　of　Mamf・cture・s）の会合で，正式に採択された。これまでこの協会
は全体としての製造業の発展には関心を示したが，各企業内部の問題とくに労
働間題については全く干渉することがなかったから，このオープソ・ショッブ
の運動は，アメリカの経営理念の歴史においては新らしい出発点といえるもの
であった。㈲経営老が企業内での権隈を確保しようとする努力は，協会が発表
したっぎのようた「宣言」の中に明瞭に現れている。すなわち，「雇儀者とし
ての吾々は，その使用する労働者が遂行する作業に責任を有する以上，作業を
任せることができると考える労働者を採用し，また作業の行われる条件を自ら
決定するすべての権限を所有すべきである。労働者を操用するか否かという間
題を決定するのは，吾々でなげれぱならたい。吾々は労働組合の正当な活動に
干渉しようとするものではないが，吾々と企業の経営上の問題に労働組合が介
入することは，絶対に認めることができたい」。鯛このrオープソ・ショップ」
の運動をめぐって，経営者は労働者に対して硬・軟二つの方策を採用した。た
とえば，産業別労働組合に対抗する経営者組織の結成，組合指導者の懐柔，扇
動老に対するブラヅク・リストの作成，ストライキ破りの使用，軍隊・警察の
導入・労働スパイの使用などは前者の事例であり，労働者のための技術訓練所
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や学校の設立，労働者に対する資金的援助，福利・厚生手段の採用などが後者
の事例であった。こうした労務対策が発展した結果，アメリカの経営老理念に
は一つの変化が生じた。すなわち，経営老がその権隈を完全に保有しようとす
る限り，経営上の責任と同時に労働者の福祉に貢献しなければならないという
考え方であった。この考え方で重要な点ば，労使の関係が純粋に経済関係とし
てとらえられている点であった。もちろん，激しい労働を徳性と考え・これこ
そ成功への近道と考える伝統的な倫理観は存続していたが，単に個人の利益を
追求することが労働者の正しい道ではなく，経営者を信頼し尊敬し協力す
ることが必要であるという考え方を，経営老は労働老に鼓吹したのである。こ
うした考え方は，20世紀初頭に現れたフレドリック・テイラーの「科学的管理
法」（SClent・丘C　management）の展開と，手を携えて登場することになった。
　労働老を科学的に選択し，漬極的に教え訓練してその生産能力を最大ならし
め，かくして労働老にも雇傭者にも最大の所得を齋す方法として提唱されたテ
イラーの科学的管理法は，ベソディツクスによれぱ，その生産能率向上のため
の技術的側面よりも，この考え方が当時の経営理念に与えた影響の方が，より
重要であったとしている。㈱この点についてはテーラー自身も，「科学的管理法
の本質とば何か。それは企業で働く工員たちに完全な精神革命を起させること
である」，馴あるいはまた「科学的管理法の本質は，今日の産業の現況でいえぱ，
工員と管理者の両老を根本的狂精神革命にまきこむことだといえよう」副と述
べ，その理念的側面を強調している。たしかに，旧来の「試行錯誤」的方法に
かわって労務管理に「科学」を導入Lたこの科学的管理法は，20世紀に入って
激化した労使の対立を背景とし，既に機能しえたくたったスペソサーのr適者
生存」理念や，新思想運動によるr智的資質」の強調にかわって登場したもの
であった。したがってそこでは，労使の協調が説かれ，労働者の利益は同時に
使用老の利益でもあるという考え方が強くうちだされている。たとえぱテイラ
ーは，「科学的管理法の実施にあたって，双方の繕神的態度に起った一犬変革
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は，余璃の分配問題を絶対重要事項と考えなくなったことである。それと同時
に，余剰の分配方法にっいて争う必要のないほど，余剰を増大させることに双
方の目が向くようになったことである」，鯛あるいは・r科学的管理法の第四原
則は，もともと工員がやっいた仕事を慎重にわけて，その一つを管理側の仕事
にするということである。……こうして，工員と管理老の丙老が均等に仕事を
分担するということである」闘とも述べているが・このような・企業において
は使用老も労働老も等しく同じ立場で働くものであり，その利害は全く同一で
あるとする考え方の強調は，労使の対立という20世紀の新らしい状況の下にお
ける19世紀的経営理念の変化であり，テイラーによれぱ，「科学的管理法が採
用されるならば，労働者は自由にその不満を述べることができ，またいかなる
場合でも高賃銀を獲得できるので，産業別労働組合は不要とたるであろう」闘
といわしめるほど，自信をもって推進されたものであった。
　もちろん，テイラーが期待したような労働組合の消減などは起りぱしたかっ
たが，科学的管理法によって欝らされた経営理念の変革は，経営者にも労働老
にも大きな影響を与えた。「指揮するもの」は，かれがピジネスでの成功老で
あるために権限をもつのではなく，労働老を選択・教育し最高の能率をあげ
るとともに最大の賃銀がえられるよう・科学的に管理する能力をもつという理
由で，その権隈を認められることにたった。また，労働者の利益は経営老の利
益であるという考え方から，企業内での労使の協調・労働老の福祉の改善とい
った間題が，重要な間題となった。こうして，経営老の経営責任・管理能力・
労使関係の改善といった近代的な経営理念が登場するようになったぱかりでな
く，このような理念は，労働老の聞にも・課業・作業能率・職務といった近代
的な労働理念の形成を促すことになった。ピュリタソ的な勤労の倫理観による
個人的な努力が，すでにビジネスでの大きな成功とつたがりをもたたくなった
20抵紀のアメリカの大企業棚度の下で，経営老はその管理能力によって昇進し，
労働者はその技能を努力して向上することによってより高い賃銀を得られると
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いう考え方は，広く一般にうけいれられるものであった。このような理念の普
及が，20世紀初期にみられた労使問の杜会的摩擦を，理念的に解決する二助と
なったことは疑いない。アメリカにおける労働組合運動が・政治的性格をもた
ず，強い経済的性格で貫かれているのは・このような経営理念の発展によると
ころが大きいと思われる。
　20世紀が進むにつれて，19世紀的な独裁型の企業家は姿を消し，次第に，官
僚的な階層制を登って経営者となる，職業的専門経営者が増大した。このよう
な人々は，自らを企業の支配老ではなく「管財老」（truSty）であると考えるよ
うにたった。たとえぱさきのゲイリーは，「公衆が会杜を所有し，会杜に尽し
ているのであるから，公衆はその業務について十分なイソフォーメーショソを
求める権利がある」と述べ，闘営業報告書を新聞杜に配布することをはじめた
が，このU・S・スティールによる会杜賢産・経理の公開は，のち他企業の範と
なるものであった。こうLて，専門経営老の登場は企業の杜会的責任という考
え方を生みだした。また一方労務管理においても，労使の摩擦をとり除くため
の努力が産業心理学の応用，とくに1930年代の「ヒューマソ・リレーショソズ
運動」（Human　Relation　Movement）にみられるごとく発展した。童た一方1930
年代の大不況は，作業管理のみならず，科学的な組織管理の必要性を経営老に
要請した。このような20世紀20年代以降の経営理念の変化については，また
彼に触れる機会があるが，ここで重要なことは，20世紀のアメリカの経営理念
が，古くぱピ旦リタニズムの倫理観に遡る歴史的発展の結果として生じてきた
ものであり，広く経営者・労働者の双方に、影響を与えることによって，アメリ
ヵに独特な経営管理組織を生みだしてきたということである。このようた経営
理念の展開が，アメリカの企業発展に大きな影響を与えたことはいうまでもな
いが，その請綱については，アメリカ的な作業管理・組織管理の問題として，
のちにまたみることにLようo
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